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1-1  概要 

BACnetClientTool2004（以下、本ツール）は、以下の図のように B-BC（ICONT）や BACnetデバイスの開

発・調整時に B-OWS（HIM）に代わり、各種 BACnetサービスの起動などを行うソフトウェアです。 

 

BACnet開発・調整時のシステム構成 

 

 

1-2  特長 

1. ANSI/ASHRAE135-2004 、 IEIEJ-P0003:2000 ア デ ン ダ ム a 、 IEIEJ-G0006:2006 、 

IEIEJ-P0003:2000 の 4 つの仕様に対応しています。 

2. Windows Explorer 風のツリー・リストビュー採用により BACnet 標準オブジェクト

（IEIEJ-G-0006:2006 を含む）のプロパティの読み出しや設定が容易にできます。 

3. 通信ログにより、送受信したパケットを確認することができます。 

4. 操作パネルによるグラフィカルな BACnet オブジェクトの操作 IEIE 機能 IEIE で規定されたオ

ブジェクトをサポートしています。 

5. ファイルへの書き込み、読み出しにより、継続して作業を再開することができます。 

6. Event や COV など各サービスごとにログを取ることができます。 

7. Alarm への応答や AlarmSummary の取得などを行うことができます。 

8. ReadProperty(Multiple)や WriteProperty(Multiple)、AddListElement や RemoveListElement、

AtomicReadFileやAtomicWriteFileなどさまざまなBACnetサービスを実行することができます。 

9. Who-Is や Who-Has、Object-list への Readproperty などにより、BACnet デバイス、オブジェク

トを自動的に収集することができます。 
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1-3  サポート BIBB(BACnet Interoperability Building Blocks) 

BIBB区分 BACnetClientTool2004 

Data Sharing 

ReadProperty-A (DS-RP-A) 

・ReadProperty 

ReadPropertyMultiple-A (DS-RPM-A) 

・ReadPropertyMultiple 

WriteProperty-A (DS-WP-A) 

・WriteProperty 

WritePropertyMultiple-A (DS-WPM-A) 

・WritePropertyMultiple 

COV-A (DS-COV-A) 

・SubscribeCOV 

・ConfirmedCOVNotification 

・UnConfirmedCOVNotification 

Alarm and Event 

Notification-A (AE-N-A) 

・ConfirmedEventNotification 

・UnConfirmedEventNotification 

ACK-A (AE-ACK-A) 

・AcknowledgeAlarm 

Alarm Summary-A (AE-ASUM-A) 

・GetAlarmSummary 

Event-Summary-A (AE-ESUM-A) 

・GetEnrollmentSummary 

Information-A (AE-INFO-A) 

・GetEventInformation 

Scheduling Scheduling-A (SCHED-A) 

Trending 
Viewing and Modifying Trends-A (T-VMT-A) 

・ReadRange 

Device Management 

Dynamic Device Binding-A/B(DM-DDB-A/B) 

・Who-Is 

・I-Am 

Dynamic Object Binding-A (DM-DOB-A) 

・Who-Has 

・I-Have 

DeviceCommunicationControl-A/B(DM-DCC-A/B) 

・DeviceCommunicationControl 

Private Transfaer-A (DM-PT-A) 

・ConfirmedPrivateTransfer 

・UnconfirmedPrivateTransfer 

TimeSynchronization-A /B(DM-TS-A/B) 

・TimeSynchronization 

UTCTimeSynchronization-A /B(DM-UTC-A/B) 

・UTCTimeSynchronization 

ReinitializeDevice-A (DM-RD-A) 

・ReinitializeDevice 

Backup and Restore-A (DM-BR-A) 

・AtomicReadFile 

・AtomicWriteFile 

Restart-A /B(DM-R-A/B) 

・UnconfirmedCOVNotification 

List Manipulation-A (DM-LM-A) 

・AddListElement 

・RemoveListElement 

Object Creation and Deletion-A (DM-OCD-A) 

・CreateObject 

・DeleteObject 
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1-4  サポートオブジェクト 

オブジェクトタイプ BACnetClientTool2004 

ACCUMULATOR ◎ 

ANALOG-INPUT ◎ 

ANALOG-OUTPUT ◎ 

ANALOG-VALUE ◎ 

BINARY-INPUT ◎ 

BINARY-OUTPUT ◎ 

BINARY-VALUE ◎ 

CALENDAR ○ 

DEVICE ○ 

EVENT-ENROLLMENT ○ 

FILE ○ 

GROUP ○ 

MULTI-STATE-INPUT ◎ 

MULTI-STATE-OUTPUT ◎ 

MULTI-STATE-VALUE ◎ 

NOTIFICATION-CLASS ○ 

PULSE-CONVERTER ○ 

SCHEDULE ○ 

TREND-LOG ○ 

計量 ◎ 

電力デマンド監視 ○ 

電力デマイド制御 ○ 

発電機負荷制御 ○ 

     ○ サポート、◎ 操作パネルサポート 

 

1-5  対応 OS 

本ツールは、Windows 7 / 8 / 8.1 /10に対応しています。 

 

1-6  時計機能 

本ツールは、PCの時計とは異なる時計を使用しています。従って時刻設定を色々と変化させる操作を実行して

も、他のWindowsアプリケーションに時刻の面で悪影響を与えません。（ファイルの更新時刻が過去に遡ってし

まう等の影響はありません） 

 



10 

 

 

 

 

 

 

 

 

第2章  インストール 

 

2-1 インストール 

2-2 ワイブキー 

2-3 ファイルの修復 

2-4 アンインストール 

 



11 

2-1  インストール 

setup.exeを実行すると以下の画面が表示されますので、インストールする場合は[次へ(N) >]ボタンをクリックし

ます。 

 

 

次に以下の画面が表示されますので、インストール先を指定して[次へ(N) >]ボタンをクリックします。 
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次に以下の画面が表示されますので、[次へ(N) >]ボタンをクリックします。 

 

 

以下のようにインストールが始まりますので、しばらくお待ちください。 

インストール中にユーザアカウント制御の確認画面が表示された場合は[はい]を選択してください。 
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インストール中に以下のワイブキーセットアップ画面が出てきます。画面に従って、必ずインストールしてください。

ワイブキーがないと ClientToolで作業を続けることはできません。 

 

 

 

ワイブキーのセットアップ終了後、以下の画面が表示されればインストールは完了です。[閉じる(C)]ボタンをクリ

ックして終了してください。 
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2-2  ワイブキー 

インストール完了後、USBポートにワイブキーを差し込んでください。ドライバソフトウェアのインストールが自動

的に行われますのでしばらくお待ちください。 

ドライバが正常にインストールできたら、スタートメニューの[すべてのプログラム]⇒[Unitec]⇒[ClientTool]⇒

[ClientTool]を選択することより、プログラムが実行されます。 

 

もし、ワイブキーが USBポートに差し込まれていない場合、プログラムが実行されると同時に以下の画面が出て

10秒カウントされた後にプログラムを終了します。 

 

 

カウント途中でもワイブキーを USBポートに差し込み、ワイブキーが認識されれば、ワイブキーの確認画面が閉

じて作業を続けることができます。 

 

2-3  ファイルの修復 

本ツールの実行ファイルが壊れてしまったとき、再インストールして修復することができます。 

本ツールがインストールされている状態で setup.exeを実行すると、以下の画面のようなセットアップウィザードが

表示されますので、ClientToolの修復を選択し、[完了(F)]ボタンをクリックして指示に従ってください。 
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2-4  アンインストール 

本ツールがインストールされている状態で setup.exeを実行すると、以下の画面のようなセットアップウィザードが

表示されますので、ClientToolの削除を選択し、[完了(F)]ボタンをクリックして指示に従ってください。 

 

 

以下のような画面が表示されれば、アンインストールが完了です。 

 

 

アンインストールは、コントロールパネルからも行うことができます。 

ワイブキーのランタイム・ドライバはどちらの場合でも自動的に削除されませんので、コントロールパネルから削除

してください。 
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3-1  起動後の初期画面と名称 

本ツールを実行すると以下の画面が表示されます。 

 

 

3-2  マウス 

3-2-1  右クリック 

ツリービューまたはリストビューでの右クリックは、以下のように操作することで実現できます。 

  ① 操作したい対象にマウスカーソルを置きます。 

  ② 左ボタンをクリックすることにより、選択状態にします（選択された項目は青色で反転表示されます）。 

  ③ この反転表示領域にマウスカーソルを置き、右ボタンをクリックします。 

  ④ マウスカーソルの横にポップアップメニューが表示されます。 

 なお、ツリービューとリストビューに表示されている項目が同じであっても、ポップアップメニューは同じとは限り

ません。ツリービューまたはリストビューからのみ行う操作があります。詳細については各機能の説明を確認して

ください。 

 

3-2-2  ダブルクリック 

 リストビューに表示されたデータをダブルクリックすることにより、詳細情報を表示したり、値の編集をしたりする

ことができる項目があります。 

 

項目 表示される内容 

通信ログ画面 通信ログの詳細が表示されます。 

プロパティ一覧画面 プロパティの値を編集することができます。 

BACnet詳細設定画面 設定内容を変更することができます。 

 

3-3  ツリービューの展開 

下位項目を表示したい場合はそこにマウスカーソルを置きダブルクリックすることによりその項目の下位情報を展

開し表示します。展開されている場合にダブルクリックすると、展開をやめ閉じます。 

下位の項目の内容の更新はツリービューの選択状態の変更時に行っています。従ってある項目を選択している

状態で、表示項目が変更されるとリアルタイムに表示更新されない場合があります。最新の情報を確認する場合、

一旦他の項目を選択した後、再度確認したい項目を選択することが必要な場合があります。 

 

この左の枠をツリ

ービューと呼ぶ 

この右の枠をリストビュー

と呼ぶ 

ツールバー 

メニュー 
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4-1  新規デバイス作成 

本ツールを起動後、新規に作業を開始する場合は以下の画面のようにツリービューから[ClientTool] を選択し、

右クリックメニューから[Device追加]を選択します。 

 

 

次に以下の Device追加画面が表示されますので、各パラメータを設定し、[OK]ボタンをクリックします。エラー

メッセージが表示されなければ、正常に登録できたことになります。エラーメッセージが出力された場合は、次ペ

ージのエラー一覧を参考に再度設定をやり直してください。各パラメータの詳細は以下の表を参照してくださ

い。 

 

通信条件 

項目 内容 備考 

名称 作成するデバイスの名称を登録します。 DeviceオブジェクトにあるObjectNameなど

の文字列プロパティとは関係ありません。 

インスタンス番号 Deviceオブジェクトのインスタンス番号を入力します。 0～4194303 までの間で、他のデバイスと重

ならない番号を指定してください。 

NetworkNo BACnetで使用するネットワーク番号を入力します。 使用しない場合は 0 を設定してください。 

IP Address BACnetで使用する IPアドレスを入力します。PCに登

録されている IPアドレスを必ず設定してください。 

IPv4 および IPv6 のどちらにも対応していま

す。IPv6 の場合は IP アドレスの後にインタ

ーフェース番号の入力が必要です。 

PortNo BACnetで使用するポート番号を入力します。 47808から変更する必要はありません。 

BroadCastAddress BACnet で使用するブロードキャストアドレスを入力し

ます。 

IPv4 および IPｖ６のどちらにも対応していま

す。IPv6 の場合はマルチキャストアドレスを

指定してください。 

Protocol 使用する BACnet のプロトコルモードを以下の中から

指定してください。 

ANSI/ASHRAE135-2004 

IEIEJ-P0003:2000 アデンダム a  

IEIEJ-G0006:2006 
IEIEJ-P0003:2000 
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エラー一覧 

エラー表示内容 意味 対処 

通信開始できませんでした 指定した IPアドレスでの通信が開始できま

せんでした。 

PC に設定されている IP アドレスが正確に入力さ

れているか確認してください。また、すでにその IP

アドレスが使用されていないか確認してください。 

DeviceInstanceNo が不正

です。 

指定した DeviceInstanceNo が不正な値

であった。 

DeviceInstanceNo を BACnet で規定されている

0～4194302までの値に変更してください。 

Enter an integer between 
0 and 65535. 

Network NoもしくはPortNoの値が大きす

ぎます。 

0 から 65535 の間の値にしてください。通常は 0

に設定してください。 
 

4-2  デバイス追加後の画面 

Deviceを追加すると、以下の画面のようにツリービューの[ClientTool]の下位に追加された Deviceが表示され

ます。  

 
 

4-3  デバイスの名称変更 

追加したデバイスは、後で名称を変更することができます。方法は、以下の画面のように対象のデバイスを選択

し、右クリックメニューから[名称変更]を選択します。 

 

登録した DeviceID 

登録した Device名称 
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次に Device登録画面が表示されるので、名称のテキストボックスに変更したい名称を入力し[OK]ボタンをクリッ

クすると、名称を変更することができます。インスタンス番号は変更できません。 

 

 

4-4  デバイスの削除 

追加したデバイスを削除するには、以下の画面のように対象のデバイスを選択し、右クリックメニューから[Device

削除]を選択することで削除することができます。 

 
 

4-5  時計機能 

作成したデバイスをダブルクリックし、表示されたツリービューメニューから[時計]をクリックします。下図のようにリ

ストビューに本ツールの時刻が表示されます。本ツールの時計は、パソコンとは別の時計を使用しているため、

TimeSynchronizationによる時刻変更を行っても、パソコンの時刻が変更されることはありません。また、パソコ

ンの時刻変更を行っても本ツールの時刻は変更されません。 
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本ツールの時刻変更は、[Device]⇒[時計]を選択し、右クリックメニューの[時刻設定]を選択すると以下の画面

が表示されるので、ここで日付時刻を設定し[OK]ボタンをクリックすることにより時計が変更されます。 

 
 

4-6  通信設定 

4-6-1  IPアドレスの確認 

[Device]⇒[DataLinkLayter]をクリックすると、現在設定されている IPアドレスが表示されます。 

 
 

4-6-2  BACnet通信の開始 

[Device]⇒[DataLinkLayer]⇒[BACnetIP]をクリックし、右クリックメニューから「開始」を選択すると、BACnet

通信を開始することができます。デバイス作成時はデフォルトで開始状態になっていますので、この操作を行う

必要はありません。 
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4-6-3  BACnet通信の停止 

[Device]⇒[DataLinkLayer]⇒[BACnetIP]をクリックし、右クリックメニューから「停止」を選択すると、BACnet

通信を停止することができます。停止後は、一切 BACnet通信を行わなくなります。 

 
 

4-6-4  IPアドレスの変更 

[Device]⇒[DataLinkLayer]⇒[BACnetIP]をクリックし、右クリックメニューから「削除」を選択し、現在使用し

ている IPアドレスを削除します。 

 

 

[Device]⇒[DataLinkLayer]をクリックし、右クリックメニューから「BACnetIP追加」を選択すると、下図のように

IPアドレス設定画面が表示されますので、新しく設定したい IPアドレスを設定します。 
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4-7  プロジェクトの読み出し 

ファイルメニューから[開く…]を選択、またはツールバーの[開く]アイコンをクリックすると、ファイルの選択画面が

表示されます。過去に保存したファイルを読み出すことにより、プロジェクトを以前作業した状態に戻すことがで

きます。 

 

4-8  プロジェクトの保存 

作業中のプロジェクトを保存するには、ファイルメニューから[名前を付けて保存]を選択、またはプロジェクトの新

規作成時にファイルメニューから[上書き保存]を選択、またはツールバーの“保存”アイコンをクリックすることによ

り、ファイルの保存画面が表示されます。ファイルの保存画面が表示されたら、保存する場所と名前を指定して

保存してください。拡張子は「.bac2004」になります。 

プロジェクトを読み出して作業している場合や一度名前を付けて保存している場合、ファイルメニューから[上書

き保存]を選択、またはツールバーの“保存”アイコンをクリックすることにより、同じファイルに上書きで保存するこ

とができます。 
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第5章  BACnet詳細設定 

5-1 BACnet 基本設定 
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5-1  BACnet 基本設定 

BACnet通信に関するチューニングを行うことができます。 

「4-1 新規デバイス作成」で記載した操作を行い、デバイス名称をクリックすると、リストビューに BACnet詳細設

定用のパラメータが表示されます。 

 

 

リストビューの編集したい項目をダブルクリックすると編集ダイアログが表示されますので、任意の値に設定してく

ださい。 

 
各パラメータの詳細は次ページの表を参照してください。 
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項目 説明 初期値 

BACnetStandard 
準拠する標準 0=ASHRAE, 1=IEIEJ-P0003Addendum-a, 2=IEIE2006, 

3=IEIEJ-P0003:2000 
2 

ConfirmDeviceAddressCyle 
デバイスアドレスが確定していないものに対して周期的に Who-Is を送信

し、確定を試みる際の周期 
0 

RecThreadInterval 受信スレッドの待ち時間(1~999 ミリ秒) 0 

SendInterval 送信するパケットの最小間隔(ミリ秒)。0なら直ちに送信する 0 

SendBroadcastNotificationInterval 
Broadcast 通知送信するパケットの最小間隔(ミリ秒)。0 なら直ちに送信す

る 
0 

TimeChangeMax 時刻がこの値以上に変更された場合は時刻の大幅な変更とし、処理しない 10 

MaxDateListCount Calenderオブジェクトの DateList最大登録可能数 0 

SendIAmIntervalSecond I-Am を同報する間隔(秒)。0なら同報しない 60 

CheckAliveInterval 
I-Am が送信されてこない場合、NonOperational とするまでの秒数。0 なら

監視しない 
180 

MaxTrendLogBufferSize TrendLogオブジェクトの BufferSizeの設定可能な上限値 4320 

BroadCastCOV_ProcessID UnsolicitedCOV を送信するときの ProcessID 0 

WhoIsSendIntervalForAddrGet 
Schedule オブジェクトなどで設定されたデバイスのアドレスを確定するた

めのWho-Is送信周期 
0 

WhoisSendInterval Who-Is を送信する間隔(秒) 60 

WhoisTimeOut Who-Isが送信されて来ることを監視する時間(秒) 90 

SystemStatusReadInterval SystemStatus を読み込む周期(秒) 0 

MaxOutStandingPDUCount 相手の応答を待たずに送信可能な ConfirmedRequestAPDUの数 20 

ProposedWindowSize セグメント通信時の ProposedWindowSize 3 

TimeSyncHour TimeSychronization 送信時刻の時を設定 0 

TimeSyncMinute TimeSychronization 送信時刻の分を設定 0 

CommandPriorityFixedIndex この値が 0以外ならばその値を PriorityArrayの Priority として使用する 0 

ScheduleAvailableHour 時刻が変更されたときに実行スケジュールを実行する過去の時間数 0 

IamReturnOnlyOperational 
1 なら I-Am 受信でそのデバイスは Oprational と判断し、自身も

Operational の時のみWho-Isに対する I-Am を送信する 
1 

TimeSetDisable 1なら TimeSychronization 受信時に時計を設定することを禁止する 0 

TimeSyncMaster 1なら指定した時刻に TimeSychronization を毎日ブロードキャストする 0 

AutoAddressBindingSetDisable 1なら I-Am受信で DeviceAddressBinding リストに追加しない 0 

WhoisInitiatorMode 
定期Who-is 送信モード 0=WhoisSendInterval 間隔でWho-Is を同報す

る 1=バックアップ用 2=バックアップのバックアップ 3=送信しない 
3 

IamIhaveMode 
Who-Is 、 Who-Has の 応 答  0=Normal(Remote), 

1=GlobalBroadcastOnly, 2=LocalBroadcastOnly, 3=UnicastOnly 
0 

DeviceComPassWordRequired 1なら DeviceCommunication受信時に Password をチェックする 0 

KeiryoEasyReset 
1ならOutOfServiceの値に関係なく、WritePropertyで計量オブジェクトの

PVに任意の値を直接書き込むことができる 
0 

GlobalBroadCast 1で GlobalBroadCast送信、0で LocalBroadCast送信 0 

BBMDRouterEnable 1で BBMDルータ機能を有効にする 0 

BACnetRouterEnable 1で BACnetルータ機能を有効にする 0 

FixedReponsePort 
0 なら送信元の PortNo に応答を返し、1 なら送信元の PortNo ではなく自

身の BACnetAddress の PortNo を送信元の PortNo とする 
0 

CheckArrayIndexDisable 1なら Array型以外に ArrayIndexが指定されていてもエラーとしない 0 

CheckHooterDisable 
1なら一部のAPDUの後部ユーザ使用のデータが付加されていてもエラー

としない 
 

NoDeviceInstanceNo 1なら自身は DeviceInstanceNo を持たない 0 

AutoRoutingTableAddEnable 
1ならSourceSpec付のネットワークレイヤヘッダを受信するとルーティング

テーブルに登録する 
1 

ForeignDevice 1で自身は ForeignDevice扱いとする 0 

ReadDeviceStatusDisable_WhenR
ecIam 

1なら I-Am受信で SystemStatus の Read を禁止する 0 

ReadDeviceStatusDisable_When
Operational 

1なら I-Am受信でその Deviceが Operational の場合、SystemStatus の

Read を禁止する 
0 

AdjustLogIntervalDisable 1なら LogInterval を正時に合わせるのを禁止する 0 
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第6章  リモート BACnetデバイス 

6-1 リモート BACnetデバイスの登録 

  6-1-1 リモートデバイスの自動登録 

  6-1-2 リモートデバイスの手動登録 

6-2 リモート BACnetデバイスの削除 
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6-1  リモート BACnet デバイスの登録 

ツリービューに BACnetデバイスを登録することにより、そのデバイスに対して BACnetサービスの発行が可能

になります。 

BACnetデバイスの登録の方法としてはWho-Is/I-Amによる自動登録と、インスタンス番号を入力する手動登

録の２つの方法があります。 

 

6-1-1  リモートデバイスの自動登録 

Who-Isの受信と I-Amの送信サービスをサポートしているデバイスに対してはWho-Isを送信し、それに対する

I-Amを受信することによりDeviceAddressBindingに自動的に登録することができます。 

 

Who-Is の送信方法 

ツリービューから[Remote]またはその下位の[RemoteDevice]を選択し、右クリックメニューから[Who-Is送信]

を選択することにより、デバイス制限なしのWho-Isがブロードキャスト送信されます。 

Who-Isを送信し、I-Amを受信するとデバイスが登録され、応答したデバイス情報はリストビューの

[RemoteDevice]をクリックすることにより、確認することができます。 

I-Amを定期的に送信しているデバイスについてはWho-Isを送信しなくても I-Amを受信した時点で登録され

ます。 

 

以下の画面は Device1 と Device2が応答してきた例です。 

 

 

6-1-2  リモートデバイスの手動登録 

Who-Isに応答しないデバイスや、開発途中で未だ I-Am送信の機能を実現していないデバイスなどについて

は、手動で登録することができます。 

ツリービューから[Device]⇒[Remote]⇒[RemoteDevice]を選択し、右クリックメニューから[Device追加]を選

択すると以下の画面が表示されます。ここでインスタンス番号を入力し、[OK]ボタンをクリックすることによってデ

バイスの登録をすることができます。 
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6-2  リモート BACnet デバイスの削除 

以下の画面のように登録されているリモートデバイスを選択し、右クリックメニューの[Device削除]を選択すること

によって削除することができます。 
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第7章  BACnetオブジェクトの登録 

 

7-1 BACnetオブジェクトの登録 

7-2 リモートデバイスへのオブジェクトの自動登録 

  7-2-1 オブジェクトの一括取り込み 

  7-2-2 オブジェクトの個別取り込み 

7-3 リモートデバイスへのオブジェクトの手動登録 

7-4 オブジェクトの削除 
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7-1  BACnet オブジェクトの登録 

前章にて登録したリモートデバイスのオブジェクトを操作するためには、登録したリモートデバイスの下に

BACnetオブジェクトを登録しなければなりません。 

登録方法としては、自動でリモートデバイスの Deviceオブジェクトの ObjectListプロパティを読み込むことで登

録する方法、手動でリモートデバイスのそれぞれのオブジェクトに登録する方法があります。 

 

7-2  リモートデバイスへのオブジェクトの自動登録 

自動登録の方法は次の 2種類があります。詳細は次の節から説明します。 

一括取込み リモートデバイスの Deviceオブジェクトの ObjectListプロパティに登録されている

すべてのオブジェクトを、一つのパケットで一括して取り込み、登録します。 

通常はこちらを使用します。 

個別取込み リモートデバイスの Deviceオブジェクトの ObjectListプロパティに登録されている

それぞれのオブジェクトを、一つずつ別々のパケットで取り込み、登録します。 

リモートデバイスに登録されているオブジェクトが、一つのパケットに収まり切らない

場合に使用します。 

 

7-2-1  オブジェクトの一括取り込み 

以下の画面のようにツリービューからオブジェクトを登録したいリモートデバイスまたはその下位の[Object]を選

択し、右クリックメニューの[オブジェクト一括取り込み]を選択します。 

   

この操作により、リモートデバイスに対してDeviceオブジェクトのObjectListプロパティに対するReadProperty

サービスが起動されます。デバイスから ComplexAckで戻された情報から、そのデバイスの下にオブジェクトを

追加します。その後はツリービューを展開して、追加されているかどうかを確認してください。 
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7-2-2  オブジェクトの個別取り込み 

個別取り込みの場合は、まず以下の画面のようにツリービューからオブジェクトを登録したいデバイスまたはその

下位の[Object]を選択し、右クリックメニューの[オブジェクト数取得]を選択します。 

   

これを先に行わないと以下の画面のようなエラーメッセージが表示されるので、やり直してください。 

 

オブジェクト数の取得を確認するには、ツリービューの[Device]⇒[Remote]⇒[RemoteDevice]を選択し、リスト

ビューの ObjectCountの数値を確認してください。 
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確認ができたら以下の画面のようにツリービューからオブジェクトを登録したいデバイスまたはその下位の

[Object]を選択し、右クリックメニューの[オブジェクト個別取り込み]を選択します。 

   

この操作によりデバイスに対してDeviceオブジェクトのObject_Listプロパティに対するReadPropertyサービ

スが起動されます。デバイスから ComplexAckで戻された情報から、そのデバイスの下にオブジェクトを追加し

ます。その後はツリービューを展開して、追加されているかどうかを確認してください。 

 

7-3  リモートデバイスへのオブジェクトの手動登録 

ツリービューから登録したいデバイスのオブジェクトを選択し、右クリックメニューの[オブジェクト追加]を選択しま

す。（以下の画面は AnalogInputオブジェクトの例） 

 

次に以下の画面が表示されるので、開始のインスタンス番号とそこからいくつオブジェクトを作るか個数を入力し、

[OK]ボタンをクリックことにより登録されます。 
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7-4  オブジェクトの削除 

ツリービューから削除したいデバイスのオブジェクトを選択し、右クリックメニューの[削除]を選択することで、オブ

ジェクトを削除することができます。 
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第8章  BACnetオブジェクトのプロパティ操作 

 

8-1 プロパティ一括読み込み 

8-2 プロパティ値の変更方法 

8-3 複雑な値をとるプロパティ 
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8-1  プロパティ一括読み込み 

BACnetオブジェクトを選択し、右クリックメニューにて[全 PropertyRead(ReadPropertyMultiple) ]または[全

PropertyRead(ReadProperty)]を選択することにより、そのオブジェクトで規定されている全プロパティ（リストビ

ューに表示されているプロパティ）を読み込むことができます。ReadPropertyMultipleを選択した場合は、一

括読み込みを、ReadPropertyを選択した場合は１つ１つのプロパティを個別で読み込みます。読み込が完了

すると、リストビューが更新されます。正常に値が読み込めた場合は、リストビューの Status欄にOK と表示され、

Data欄に読み込んだ値が表示されます。エラーが発生したプロパティは Dataは更新されず、リストビューの

Status欄にエラーと表示されます。 

 

 

8-2  プロパティ値の個別読み込み 

BACnetオブジェクトを選択し、リストビューに表示されているプロパティ一覧の中から、値を読み出したいプロパ

ティを選択し、右クリックメニューの[ReadProperty]を選択します。 

 
 



38 

 

8-3  プロパティの定期読み込み 

BACnetオブジェクトを選択し、リストビューに表示されているプロパティ一覧の中から、定期読み込みを行いた

いプロパティを選択し、右クリックメニューの[Scan設定]を選択します。 

 
 

以下の画面が表示されますので、スキャン周期を秒単位で設定し、[OK]ボタンをクリックします。[キャンセル]ボ

タンをクリックすると、値は反映されません。値を設定したタイミングから定期読み込み処理が開始されます。 

 
 

 

 

8-4  プロパティ値の一括書き込み 

BACnetオブジェクトを選択し、右クリックメニューにて[全 PropertyWrite ]を選択することにより、そのオブジェ

クトで規定されている全プロパティ（リストビューに表示されているプロパティ）を一括で書き込むことができます。 



39 

 

8-5  プロパティ値の書き込み 

ICONTに対してプロパティ値を書き込む場合は、リストビューでそのプロパティ値をダブルクリックします。下図

のような値入力画面が表示されますので、データを入力し、値を変更します。 

 
 

変更後、右クリックで変更したリストビューを選択し、[WriteProperty]を選択することにより、ICONTに対して値

を書き込みます。Priority指定可能なプロパティへの書き込みの場合は[WriteProperty(Priority)]を選択す

ることにより、任意の Priorityで値を書き込むことができます。 

 
 

各データ型の設定方法「8-6 プロパティ値の変更方法」「8-7 複雑な値をとるプロパティ値の設定変更」を参照

してください。 
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8-6  プロパティ値の変更方法 

8-6-1  Booleanの設定 

各オブジェクトのOutOfServiceプロパティやTrendLogオブジェクトの LogEnableプロパティの設定で操作し

ます。 

リストビューから Booleanをダブルクリックすると、以下の画面が表示されます。値を選択し[OK]ボタンをクリック

により設定されます。[キャンセル]ボタンをクリックすると、値は反映されません。 

 
 

8-6-2  UnsignedIntegerの設定 

MultiStateOutputオブジェクトの PresentValueプロパティや各オブジェクトの NotificatonClassプロパティ

や TimeDelayプロパティなどの設定で操作します。 

リストビューからUnsignedIntegerをダブルクリックすると、以下の画面が表示されます。符号なし整数値を入力

し[OK]ボタンをクリックすることにより設定されます。[キャンセル]ボタンをクリックすると、値は反映されません。 

 

 

8-6-3  SignedIntegerの設定 

Device オブジェクトの UtcOffSetプロパティなどの設定で操作します。以下の画面で符号付き整数値を入力し、

[OK]ボタンをクリックすることにより設定されます。[キャンセル]ボタンをクリックすると、値は反映されません。 

 
 

8-6-4  Realの設定 

AnalogOutputオブジェクトの PresentValueプロパティや Deadbandプロパティなどの設定で操作します。 

リストビューから Realをダブルクリックすると、以上の画面が表示されます。値を入力し[OK]ボタンをクリックする

ことにより設定されます。[キャンセル]ボタンをクリックすると、値は反映されません。 
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8-6-5  CharcterStringの設定 

各オブジェクトの ObjectNameプロパティや Descriptionプロパティなどの設定で操作します。 

リストビューから CharcterStringをダブルクリックすると、以下の画面が表示されます。文字コードを選択し、任

意の文字列を入力後、[OK]ボタンをクリックすることにより設定されます。[キャンセル]ボタンをクリックすると、値

は反映されません。文字コードが DBCSのときにはコードページも入力する必要があります。 

[ファイルから]ボタンをクリックし、文字列が記述されたテキストファイルを選択すると、テキストファイルに記述され

ている文字列をそのまま登録することができます。 

 
 

8-6-6  OctetStringの設定 

NotificationClassの RecipientListの登録や Fileオブジェクトのファイル設定で操作します。 

 
リストビューから OctetStringをダブルクリックすると、以上の画面が表示されます。値を入力し[OK]ボタンをクリ

ックすると設定されます。[キャンセル]ボタンをクルックすると、値は反映されません。 

[Add]ボタンをクリックと以下の画面のように値が一つ追加されます。その後この値をダブルクリックして修正して

ください。値は先頭に0xを付加すれば16進入力が可能です。0xをつけない場合は10進値の扱いとなります。

[Add]ボタンをクリックする回数だけ、OctetCountが増え、値が追加されていきます。同様に値をダブルクリック

し、値の編集を行ってください。また、選択後[削除]ボタンをクリックすると選択したデータを削除することもできま

す。 
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また、[ファイルから入力]ボタンををクリックすると、下図のようにファイル選択ダイアログが表示されますので、登

録したいデータが記述されているテキストファイルを選択することにより、一括で OctetStringの設定を行うこと

ができ、[ファイル出力]ボタンをクリックすると、設定した OctecStringをファイルに保存することができます。 

 
 

8-6-7  BitStringの設定 

各オブジェクトの EventEnableプロパティや AckedTransitionプロパティの設定で操作します。 

 
リストビューから BitStringをダブルクリックすると、以上の画面が表示されます。以上の画面（EventEnableの

例）で Trueに設定するところにチェックボックスのチェックをセットし、[OK]ボタンをクリックすることにより設定さ

れます。[キャンセル]ボタンをクリックすると、値は反映されません。 

 

8-6-8  ObjectIdentifierの設定 

ScheduleオブジェクトのListOfObjectPropertyReferenceプロパティやNotificationClassのRecipientList

の設定で操作します。 

以下の画面でオブジェクトタイプ及びインスタンス番号を入力し[OK]ボタンをクリックすると設定されます。 

[キャンセル]ボタンをクリックすると、値は反映されません。 

 
[直接設定]ボタンをクリックすると、以下のような画面になり、オブジェクトタイプを直接数値で指定することもでき

ます。 
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8-6-9  Enumeratedの設定 

各オブジェクトの NotifyTypeプロパティや Reliabilityプロパティの設定で操作します。 

以下の画面（NotifyTypeの例）で値を選択し[OK]ボタンをクリックすると設定されます。 [キャンセル]ボタンをク

リックすると、値は反映されません。Enumeratedはそのデータタイプにより表示される内容が変化します。 

 

 

 

8-6-10  Timeの設定 

以上の画面でデータを入力し[OK]ボタンクリックするとことにより設定されます。[キャンセル]ボタンをクリックする

と設定した値は反映されません。また各項目の横のWildCardのチェックボックスをチェックすると、その項目の

値として 0xFFが使用されます。また、[▽]ボタンをクリックすると、ボタン左の時刻が直接反映されます。 

 
 

各パラメータの意味は以下の通りです。 

 

項目 内容 

Hour 時刻の「時」を指定します。 

Minute 時刻の「分」を指定します。 

Second 時刻の「秒」を指定します。 

Hundredth 時刻の「10 ミリ秒」を指定します。 
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8-6-11  Dateの設定 

以下の画面でデータを入力し[OK]ボタンをクリックすると設定されます。[キャンセル]ボタンをクリックすると設定

した値は反映されません。また各項目の横のWildCardのチェックボックスをチェックすると、その項目の値とし

て0xFFが使用されます。[Calendar]ボタンをクリックし、ボタン横のコンボボックスの下矢印をクリックすると以上

の右画面のようなカレンダが表示され、指定したい日付をクリックすることにより、設定することもできます。 
 

  
 

各パラメータの意味は以下の通りです。 

項目 内容 

Year 日付の西暦を指定します。0xFFは指定なしを意味する。 

Month 日付の月を指定します。0xFFは指定なしを意味する。 

Day 日付の日を指定します。0xFFは指定なしを意味する。 

Week 日付の曜日を指定します。(1：月曜日 2：火曜日・・・ 7：日曜日) 

0xFFは指定なしを意味する。 
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8-7  複雑な値をとるプロパティ値の設定変更 

8-7-1  WeeklyScheduleプロパティの設定 

ScheduleオブジェクトのリストビューからWeeklyScheduleプロパティをダブルクリックすると、以下の

BACnetDailySchedule画面(左)が表示され、変更したい Index番号選択し、ダブルクリックまたは[変更]ボタ

ンをクリックすることにより、以下の TimeValueList設定画面(右)が表示されます。またリストビューからでも、対

応する Index番号をダブルクリックすることで、それぞれの TimeValueList設定画面を開くことができます。

WeeklyScheduleは Index-1から Index-7まで固定となっていますので、[追加] [削除]ボタンは機能しませ

ん。 

  

TimeValueListの設定方法は「8-7-9 TimeValueListの追加/削除」を参照して下さい。 

設定が完了したら、[OK]ボタンをクリックします。[キャンセル]ボタンをクリックすると設定した値は反映されませ

ん。 

 

8-7-2  ExceptionScheduleプロパティの設定 

Scheduleオブジェクトのリストビューから ExceptionScheduleプロパティをダブルクリックすると、以下の

BACnetSpecialEvent画面(左)が表示され、[追加]ボタンをクリックすると、以下の ExceptionSchedule画面

(右)が表示されます。 

  

ExceptionScheduleの各パラメータの意味は以下の通りです。 
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項目 内容 

Priority EventPriority(イベント優先順位)を設定します。1～16が選択できます。 

Period Period(期間)を指定します。設定方法は「8-7-10 Period の設定」を参照して下さい。 

TimeValueList TimeValueを追加/削除を行います。設定方法は「8-7-9 TimeValueList の追加/削除」

を参照して下さい。 

EventPriortyはコンボボックスから設定したい値を選択することにより設定できます。 

Periodの設定は右側にある[変更]ボタンをクリックします。設定方法は「8-7-10 Periodの設定」を参照して下さ

い。TimeValueListは「TimeValueListの追加/削除」を参照し、設定して下さい。 

設定が完了したら、[OK]ボタンをクリックします。[キャンセル]ボタンをクリックすると設定した値は反映されませ

ん。 

 

8-7-3  DateListプロパティ 

Calendarオブジェクトのリストビューから DateListプロパティをダブルクリックすると、以下の Sequence Of 

BACnetCalendar Entry画面(左)が表示され、[追加]ボタンをクリックすると、以下の CalendarEntry画面

(右)が表示されます。 

  
CalendarEntryの設定を行い、[OK]ボタンをクリックすると、SequenceOfBACnetCalendarEntryに

CalendarEntryが追加されます。CalendarEntryの設定方法は「8-7-11 CalendarEntryの設定」を参照し

て下さい。設定したCalendarEntryを選択し、ダブルクリックまたは[変更]ボタンをクリックすると設定した内容を

変更することができ、[削除]ボタンをクリックすると設定した CalendarEntryを削除することができます。 

設定が完了したら、[OK]ボタンをクリックします。[キャンセル]ボタンをクリックすると設定した値は反映されませ

ん。 

 

8-7-4  RecipientListプロパティ 

NotificationClassオブジェクトのリストビューから RecipientListプロパティをダブルクリックすると、以下の

Sequence of BACnetDestination画面(左)が表示され、[追加]ボタンをクリックすると、以下の

BACntDestination画面(右)が表示されます。 
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BACnetDestinationの各パラメータの意味は以下の通りです。 

項目 内容 

ValidDays Event 送信を行うことができる曜日を指定します。チェックを付けた曜日にだけ Event

送信を行います。 

FromTime Event 送信を行うことができる開始時間を指定します。WildCard を設定すると開始時

間の指定が無しになります。 

ToTime Event 送信を行うことができる終了時間を指定します。WildCard を設定すると終了時

間の指定が無しになります。 

Recipient Event 送信の宛先を指定します。設定方法は「8-7-6 Recipient の設定」を参照して下

さい。 

ProcessID Event パケットに付加されるプロセス識別子を指定します。符号なし整数値を指定して

下さい。 

IssueConfirmed 送信する Event を確認付きにするか確認なしにするかを指定します。Confirmed にチ

ェックを入れた場合は「確認あり」、Unconfirmedにチェックを入れた場合は「確認なし」

Eventを送信します。 

Transition EventState の値がどの値に変化した場合に Event を送信するかを指定します。チェッ

クを入れた状態と同じ状態に EventStateプロパティが移行した場合に Eventが送信さ

れます。 

BACnetDestinationの設定を行い、[OK]ボタンをクリックすると、SequenceOfBACnetDestination画面に

BACnetDestinationが追加されます。BACnetDestination 内にある Recipientの設定方法は「8-7-6 

Recipientの設定」を参照して下さい。設定した BACnetDestinationを選択し、ダブルクリックまたは[変更]ボ

タンをクリックすると設定した内容を変更することができ、[削除]ボタンをクリックすると設定した

BACnetDestinationを削除することができます。 

設定が完了したら、[OK]ボタンをクリックします。[キャンセル]ボタンをクリックすると設定した値は反映されませ

ん。 
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8-7-5  RestartNotificationRecipientsプロパティ 

Deviceオブジェクトのリストビューから RestartNotificationRecipientsプロパティをダブルクリックすると、以下

の SequenceOfBACnetRecipient画面(左)が表示され、追加ボタンをクリックすると、以下の Recipient画面

(右)が表示されます。 

  

Recipientの設定を行い、[OK]ボタンをクリックすると、SequenceOfBACnetRecipient画面にRecipientが追

加されます。Recipientの設定方法は「8-7-6 Recipientの設定」を参照して下さい。設定したRecipientを選択

し、ダブルクリックまたは [変更]ボタンをクリックすると設定した内容を変更することができ、[削除]ボタンをクリック

すると設定した Recipientを削除することができます。 

設定が完了したら[OK]ボタンをクリックします。[キャンセル]ボタンをクリックすると設定した値は反映されません。 
 

8-7-6  Recipientの設定 

Deviceオブジェクトの RestartNotificationRecipientsプロパティやNotificationClassオブジェクトの

RecipientListプロパティを設定する際に以下の Recipient画面の操作を行います。 

 

Recipient タイプを指定します。Recipientタイプは DeviceID指定と BACnetAddress指定の 2種類がありま

す。各 Recipient タイプの特徴は以下です。 

項目 内容 

Device ObjectID Event 送信先を DeviceID で指定します。Event 送信時は指定したデバイスにのみユニキャスト

で送信します。 

BACnetAddress Event 送信先を BACnetAddress で指定します。Event 送信時は指定した BACnetAddress に

対して送信します。BACnetAddress にブロードキャストアドレスを指定した場合は同じネットワー

ク上にいる全デバイスに対して Eventが送信されます。 

Device ObjectIDを指定した場合は、Device インスタンス番号入力用のテキストボックスが表示されますので、

インスタンス番号を指定し、[OK]ボタンをクリックします。 

BACnetAddress を指定した場合は[変更]ボタンをクリックし、BACnetAddress設定ダイアログを表示させます。

BACnetAddressの設定方法は「8-7-7 BACnetAddressの設定」を参照して下さい。 

設定が完了したら、[OK]ボタンをクリックします。[キャンセル]ボタンをクリックすると設定した値は反映されませ

ん。 



49 

 

8-7-7  BACnetAddressの設定 

Deviceオブジェクトの RestartNotificationRecipientsプロパティやNotificationClassオブジェクトの

RecipientListプロパティを設定する際に以下の BACnetAdress画面の操作を行います。 

 
各設定パラメータの内容は以下です。 

項目 内容 

Network No 送信先 NetworkNo を指定します。特に指定がない場合は 0 を設定して下さい。 

MAC Address 送信先の IPアドレスと PortNoを指定します。IPv4通信の場合は、[IPv4]ボタンを、IPv6通信の

場合は[IPv6]ボタンをクリックします。OctetString で設定したい場合は「エラー! 参照元が見つ

かりません。 エラー! 参照元が見つかりません。」を参考に設定して下さい。 

設定が完了したら、[OK]ボタンをクリックします。 [キャンセル]ボタンをクリックすると設定した値は反映されませ

ん。 

 

8-7-8  TimeValueの設定 

WeeklySchedule や ExceptionSchedule の設定を行う際に以下の TimeValue 画面の操作を行います。 

 

Timeの設定を行う場合は、Time右側にあるテキストボックスをクリックすると、時刻設定用ダイアログが表示され

ますので、「8-6-10 Timeの設定」を参考に時刻の設定をしてください。Valueの設定を行う場合はまず Typeを

設定し、その後、Dataを設定します。下記表を参考に、Type と Dataの設定を行って下さい。 

 

スケジューリングするデータ Type Value 

AO/AV の PresentValue Real 任意の小数値 

BO/BVの PresentValue BACnetBinaryPV Activeまたは Inactive 

MO/MVの PresentValue UnsignedInteger 1～NumberOfStateプロパティまでの値 

設定が完了したら[OK]ボタンをクリックします。[キャンセル]ボタンをクリックすると設定した値は反映されません。 
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8-7-9  TimeValueListの追加/削除 

WeeklyScheduleや ExceptionScheduleの設定を行う際に以下の TimeValueList画面の操作を行います。 

 

TimeValueを追加する場合は、TimeValueListのダイアログにある[Add]ボタンをクリックします。TimeValue

の設定画面が表示されますので、「8-7-8 TimeValueの設定」を参照しながら、設定して下さい。また、追加した

TimeValueはダブルクリックすることにより、編集することもできます。また追加した TimeValueを削除したい場

合は、削除したい TimeValueを選択し、[Delete]ボタンをクリックすることにより、削除することができます。 

設定が完了したら、 [OK]ボタンをクリックします。[キャンセル]ボタンをクリックすると設定した値は反映されませ

ん。 

 

8-7-10  Periodの設定 

Scheduleオブジェクトの ExceptionScheduleの設定を行う際に以下の Period画面の操作を行います。 

 

CalendarEntryまたは ObjectIDを設定し、下のテキストボックスをクリックします。 

Periodの各パラメータの意味は以下の通りです。 

項目 内容 

CalendarEntry 日付で指定します。Date、DateRange、WeekNDayの 3種類が選択できます。 

ObjectID Calendar オブジェクトを指定します。 

 

CalendarEntryを選択した場合は「8-7-11 CalendarEntryの設定」を、ObjectIDを選択した場合は「8-6-8 

ObjectIdentifierの設定」を参照して下さい。ObjectIDを選択した場合は、インスタンス番号のみ変更を行い、

オブジェクトタイプは必ず Calendarのままにしておいて下さい。 

設定が完了したら、[OK]ボタンをクリックします。[キャンセル]ボタンをクリックすると設定した値は反映されませ

ん。 
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8-7-11  CalendarEntryの設定 

CalendarオブジェクトのDateListプロパティや ScheduleオブジェクトのExceptionScheduleプロパティの設

定を行う際に以下の CalendarEntry画面の操作を行います。 

 

CalendarEntryのタイプを選択し、タイプの下にあるテキストボックスをクリックします。 

CalendarEntryの各パラメータの意味は以下の通りです。 

項目 内容 

Date 日付を指定します。設定方法は「8-6-11 Dateの設定」を参照して下さい。 

DateRange 日付の範囲を指定します。設定方法は「8-7-12 DateRange の設定」を参照して

下さい。 

WeekNDay 月/週/曜日を指定します。 

設定が完了したら、[OK]ボタンをクリックします。[キャンセル]ボタンをクリックすると設定した値は反映されませ

ん。 

 

8-7-12  DateRangeの設定 

CalendarオブジェクトのDateListプロパティや ScheduleオブジェクトのExceptionScheduleプロパティの設

定を行う際に以下の DateRange画面の操作を行います。 

 

左側のテキストボックスが日付範囲の開始日、右側のテキストボックスが日付範囲の終了日です。設定したい日

付のテキストボックスをクリックするとDateの設定画面が表示されますので、「8-6-11 Dateの設定」を参照し、設

定して下さい。 

設定が完了したら、[OK]ボタンをクリックします。[キャンセル]ボタンをクリックすると設定した値は反映されませ

ん。 
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8-7-13  WeekNDayの設定 

CalendarオブジェクトのDateListプロパティや ScheduleオブジェクトのExceptionScheduleプロパティの設

定を行う際に以下のWeekNDay画面の操作を行います。 

 

 

WeekNDayの各パラメータの意味は以下の通りです。 

項目 内容 

Month 月を指定します。例えば 1月を指定した場合は、1月中という意味になります。XX

月を指定した場合は、指定なし（どの月でも）の意味となります。 

Week of Month 週を指定します。1-7 日を指定した場合はその月の第 1 週目の意味になります。

XX日を指定した場合は、指定なし(どの週でも)の意味になります。 

Day of Week 曜日を指定します。月曜日を指定した場合は毎週月曜日の意味になります。XX

曜日を指定した場合は、指定なし（どの曜日でも）の意味になります。 

設定が完了したら、[OK]ボタンをクリックします。[キャンセル]ボタンをクリックすると設定した値は反映されませ

ん。 
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8-7-14  リストの追加 

オブェクトのリストビューからリスト構造を持つプロパティをダブルクリックすると、左下の図のようなリスト追加画面

（以下の画像はScheduleオブジェクトのListOfObjectPropertyReferencesプロパティの例）が表示されます。

[追加]ボタンをクリックすることにより以下の右画面が表示されるので、各選択を行い[OK]ボタンをクリックすると

リストが追加されます。誤って選択した場合は、以下の左画面の［変更］ボタンをクリックすると再度設定をするこ

とが可能になります。だたし、データは初期値が設定されます。 

ここで追加されるのはこのプログラムの中のデータのみであり、リモートの BACnetデバイスのデータを変更する

には、後述のWriteProperty、WritePropertyMultiple、AddListElementなどを行わなければなりません。 

  

 

8-7-15  リストの削除 

オブジェクトのリストビューからリスト構造を持つプロパティをダブルクリックすると以下のオブジェクト追加画面が

表示されるので、削除したい項目を選択して［削除］ボタンをクリックするとリスト要素を削除することができます。 
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8-7-16  配列要素の追加 

要素数が不定の配列（例えばScheduleオブジェクトのExceptionSchedule）に配列要素を追加する場合は、リ

ストビューから ExceptionSchedule をダブルクリックすると、以下の右画面のような配列要素の追加画面が表示

されます。[追加]ボタンをクリックすると以下の左下の ExceptionScheduleの追加画面が表示されるので、追加

するプロパティを選択し [OK]ボタンをクリックと配列要素が追加されます。 

  

 

8-7-17  配列要素の削除 

要素数が不定の配列（例えばScheduleオブジェクトのExceptionSchedule）に配列要素を削除する場合は、リ

ストビューから ExceptionSchedule をダブルクリックすると以下の画面が表示されるので、削除する項目を選択

し[削除]ボタンをクリックすると配列か削除されます。 
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第9章  ファイル処理 
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9-1  ファイル処理とは 

Fileオブジェクトは、通常のプロパティ情報とは別にファイルデータを持ちます。このデータを読み書きするため

に AtomicReadFile と AtomicWriteFileが BACnetサービスとして用意されています。 

 

9-2  AtomicReadFile 処理－StreamFile 

9-2-1  データ新規作成 

[RemoteDevice]⇒[Device]⇒[ConfirmedService]⇒[AtomicReadFile]を選択し、右クリックメニューの

[Service追加]を選択することにより AtomicReadFileサービスが追加されます。追加した AtmicReadFileサ

ービスもしくはその下位の [送信情報]を選択し、右クリックメニューの[編集]をクリックすると以下の

AtomicReadFile画面が表示されます。 

 

ここで StreamAccessをセットし、Start と Countに値を設定し[OK]ボタンをクリックします。送信情報の変更 

送信情報を修正する場合は、追加した AtmicReadFileサービスもしくはその下位の[送信情報]を選択し、右ク

リックメニューの[編集]を選択することにより、以下の送信情報変更用画面が表示されます。そこでパラメータを

入力することにより変更することができます。 

 

 

9-2-2  データ送信 

[送信情報]を選択し、右クリックメニューから[送信]を選択することにより、AtomicReadFileのAPDUを作成し、

リモートの BACnetデバイスに送信します。送信結果はステータスバーに表示されます。 

 

9-3  AtomicWriteFile 処理－RecordFile 

9-3-1  データ新規作成 

[RemoteDevice]⇒[Dev]⇒[ConfirmedService]⇒[AtomicWriteFile]を選択し、右クリックメニューの

[Service追加]を選択することにより AtomicWriteFileサービスが追加されます。追加したファイルの [送信情

報]を右クリックメニューの[編集]を選択すると以下の AtomicWriteFile画面が表示されます。ここで Record 

Accessをセットし、File Start Record と Record Countに値を設定し[OK]ボタンを押します。 
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以上の操作で以下の画面のように送信ファイル情報が作成されます。ただしデータは未設定となります。 

 

 

レコード数分送信情報の下にレコードデータが作成されます。 
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9-3-2  レコードデータサイズの変更 

レコードデータサイズを変更する場合は、[送信情報]の右クリックメニューから[編集]を選択すると以下の

Atomic Write Fileが表示されるので、Record Countの値を入力して[サイズ変更]をクリックするとオクテット数

が変更されます。 

 
 

9-3-3  レコードデータの変更 
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レコードのオクテット数を変更する場合は、[送信情報]の右クリックメニューから[編集]を選択すると、Atomic 

Write Fileが表示されるので、書き込みデータ部分の変更したいレコードを選択し[編集]ボタンをクリックすると

以下の Octet String画面が表示されるので、OctetCountを入力して[Change]をクリックすると OctetString

にその値が表示されます。Add と Deleteを使って、値を入力することもできます。 

 
OctetString の修正したいデータ部分をダブルクリックするとデータ部分が以下の画面のように変化します。デ

ータを入力してクリックすると OctetStringの値が変更されます。 

 
 

9-3-4  データコピー 

一旦作成した送信情報はコピーすることができます。データが一部異なる場合、それを位置から作成するので

はなく、コピーしてから修正することにより手間を省くことができます。 

コピーする場合はコピー元を選択し、右クリックメニューの[コピーを追加]を選択することにより、新しい送信情報

が作成されます。 

 

9-3-5  送信情報の変更 

送信情報を修正する場合は [送信情報]を選択し、右クリックメニューの[編集]を選択すると、以下の送信情報

変更用画面が表示されます。そこでパラメータを入力することにより変更することができます。 
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9-3-6  データ送信 

送信情報を選択し、右クリックメニューから[送信]選択することにより、AtomicWriteFileの APDU を作成し、リ

モートの BACnetデバイスに送信します。送信結果はステータスバーに表示されます。
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 AtomicReadFile処理 

ツリービューのファイルオブジェクトのプロパティの下部に表示されている[送信情報]を選択し、右クリックメニュ

ーから[編集]を選択すると以下の画面が表示されます。 

StraemAccess 選択時 

 

RecordAccess 選択時 

 

ここで StreamAccessまたは RecordAccess を選択した後、パラメータを入力して[OK]ボタンをクリックすると、

AtomicReadFileの APDUを作成し送信する。宛先から応答が返ってくるとリストビューの Resultに OK と表

示され、受信情報がツリービューの FileResultの下に付加されます。 

以下の画面は FirstStartRecordが 0、RequestREcordCountが 1で RecordAccessを実行した結果です。 
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9-3-7  受信情報を AtmicWriteFileに利用する方法 

受信ファイル情報を選択し、右クリックメニューの[送信情報コピー]を選択すると FileRequestの以下の送信情

報に受信情報がコピーされます。それを変更してから、もしくはそのままで AtomicWriteFileを行うことができま

す。 
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第10章  BACnet通信サービス 
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10-1  Data Sharing 

10-1-1  ReadPropertyの送信 

BACnetプロパティに対してReadPropertyサービスを発行するには「第8章 BACnetオブジェクトのプロパテ

ィ操作」で説明した方法だけでなく、ユーザが ReadPropertyのパラメータを設定し、送信する方法があります。

ツリービューの[Device]⇒[Remote]⇒[RemoteDevice]⇒[送信先 Device番号]⇒[ConfirmedService]⇒

[ReadProperty]を選択し、右クリックメニューの[Service追加]を選択すると以下の画面が表示されますので、

管理番号と管理名称を入力して[OK]ボタンをクリックしてください。 

 

その後、追加したReadPropertyの右クリックメニューから、[編集]を選択すると以下の画面が表示されますので、

対象となるオブジェクト識別子とプロパティを設定して[OK] ボタンをクリックしてください。 

 

項目 内容 

ObjectID ReadProeprtyで値を読み込むオブジェクト識別子を指定します。 

PropertyArrayIndex ReadProperty で値を読み込むプロパティを指定します。配列型のプロパ

ティの場合は配列番号の指定も可能です。 

 

追加したサービスを選択し、右クリックメニューの[送信]を選択することによって、ReadProperty が送信されます。

相手からこの ReadPropertyに対する ComplexAckが送られてくると、リストビューの Resultに OK と表示さ

れ、追加したサービスの[応答情報]から読み込んだ値を確認することができます。エラーがあると、リストビューの

Resultに Error と表示されます。 
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10-1-2  ReadPropertyMultipleの送信 

BACnetプロパティに対してReadPropertyMultipleサービスを発行する場合は、「第 8章 BACnetオブジェ

クトのプロパティ操作」で説明した方法だけでなく、ユーザが ReadPropertyMultipleのパラメータを設定し、送

信する方法があります。ツリービューの [Device] ⇒ [Remote] ⇒ [RemoteDevice] ⇒ [送信先 Device番

号] ⇒ [ConfirmedService] ⇒ [ReadPropertyMultiple]を選択し、右クリックメニューから[Service追加]を

選択することにより ReadPropertyMultipleサービスの追加を行うことができます。その後、追加した

ReadPropertyMultipleサービスを選択し、右クリックメニューから[編集]を選択すると以下の画面が表示される

ので[ObjectＩＤ追加]をクリックして、対象となるオブジェクトとプロパティを追加して[OK]をクリックしてください。 

  

【Read Property Multiple画面】 
項目 内容 

ObjectID追加 ReadProeprtyMultiple で値を読み込むオブジェクト識別子を追加します。 

ObjectID情報変更 リストビューで選択されているオブジェクト識別子の値を変更します。 

削除 リストビューで選択されているオブジェクト識別子を削除します。 

 

【Read Access Specification画面】 
項目 内容 

ObjectID ReadProeprtyで値を読み込むオブジェクト識別子を指定します。 

追加 ReadProperty で値を読み込むプロパティを追加します。配列型のプロパティの場

合は配列番号の指定も可能です。 

変更 リストビューで選択されているプロパティを変更します。 

削除 リストビューで選択されているプロパティを削除します。 
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追加した ReadPropertyMultiple を選択し、右クリックメニューして[送信]を選択すると、

ReadPropertyMultipleが送信されます。相手からこのReadPropertyMultipleに対するComplexAckが送

られてくると、リストビューの Resultに OK と表示され、その内容をリストビューに表示します。エラーがあると、リ

ストビューの Resultに Error と表示されます。 
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10-1-3  ReadPropertyConditionalの送信 

BACnetプロパティに対して ReadPropertyConditionalサービスを起動する場合は、ツリービューの 

[Device] ⇒ [Remote] ⇒ [RemoteDevice] ⇒ [送信先 Device番号] ⇒ [ConfirmedService] ⇒ 

[ReadPropertyConditional]を選択し、右クリックメニューから[Service追加]をクリックすることにより

ReadPropertyConditionalサービスの追加を行うことができます。その後、追加した ReadProperty 

Conditionalサービスの右クリックメニューから、[編集]を選択すると以下の画面が表示されます。 

 
 

項目 内容 

SelectionLogic And、Or、Allの中から使用する SelectionLogic を選択します。 

ListOfSelectionCriteria 新規追加 SelectionCriteria の新規追加を行います。 

ListOfSelectionCriteria 変更 SelectionCriteria の変更を行います。 

ListOfSelectionCriteria 削除 SelectionCriteria の削除を行います。 

ListOfPropertyReference新規追加 PropertyReferenceの新規追加を行います。 

ListOfPropertyReference 変更 PropertyReferenceの変更を行います。 

ListOfPropertyReference 削除 PropertyReferenceの削除を行います。 

 

ReadPropertyConditionalの[新規追加]ボタンをクリックすると以下の画面が表示されるので各値の設定を行

い[OK]ボタンをクリックします。 

 
 

項目 内容 

PropertyID プロパティ識別子を指定します。 

Relation 論理演算子を指定します。 

ComparisonValue 比較値を指定します。 

 

listOfPropertyReferencesの[新規追加]ボタンをクリックすると以下の画面が表示されるので相手から読み込

みたい PropertyIDを指定して[OK]ボタンをクリックします。 
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項目 内容 

PropertyID プロパティ識別子を指定します。 

ArrayIndex 配列型プロパティの場合にのみ指定します。 

 

 

追加した ReadPropertyConditionaeサービスを選択し、右クリックメニューから [送信]を選択すると

ReadPropertyConditionaeが送信されます。リストビューの Resultに OK と表示されると、応答情報のツリー

ビューに相手に送った情報が送られてきます。エラーがあると、リストビューの Resultに Error と表示されます。 
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10-1-4  WritePropertyの送信 

BACnetプロパティに対してWritePropertyサービスを発行するには「第 8章 BACnetオブジェクトのプロパ

ティ操作」で説明した方法だけでなく、ユーザがWritePropertyのパラメータを設定し、送信する方法がありま

す。ツリービューの [Device] ⇒ [Remote] ⇒ [RemoteDevice] ⇒ [送信先 Device番号] ⇒ 

[ConfirmedService] ⇒ [WriteProperty]を選択し、右クリックメニューから[Service追加]を選択することによ

りWritePropertyサービスの追加を行うことができます。その後、追加したWritePropertyサービスを選択し、

右クリックメニューから[編集]を選択すると以下の画面が表示されるので各パラメータを設定し、 [OK]をクリック

してください。 

 

 

項目 内容 

ObjectID WritePropertyで値を書き込むオブジェクトを指定します。 

PropertyArrayIndex WriteProperty で値を書き込むプロパティを指定します。配列型の

プロパティの場合は配列番号の指定も可能です。 

Data WriteProperty で書き込む値を指定します。指定したプロパティにあわせ

て、データ型と値を指定してください。 

Priority 書き込むプライオリティを指定します。AO、AV、BO、BV、MO、MV オブジ

ェクトの PresentValue を指定した場合にのみ設定してください。 

 

追加したWritePropertyサービスを選択し、右クリックメニューから[送信]を選択するとWritePropertyが送信

されます。相手からこのWritePropertyに対する SimpleAckが送られてくると応答情報の通信結果に OK と

表示されます。また、エラーが発生すると、応答情報にエラー要因が表示されます。 
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10-1-5  WritePropertyMultipleの送信 

BACnetプロパティに対してWritePropertyMultipleサービスを起動する場合は、ツリービューの[Device] ⇒ 

[Remote] ⇒ [RemoteDevice] ⇒ [送信先 Device番号] ⇒ [ConfirmedService] ⇒ 

[WritePropertyMultiple]を選択し、右クリックメニューから[Service追加]を選択することにより

WritePropertyMultipleサービスの追加を行うことができます。その後、追加したWritePropertyMultipleサ

ービスを選択し、右クリックメニューから[編集]を選択すると以下の画面が表示されるので各パラメータを設定し、 

[OK]をクリックしてください。  

  

 

【Write Property Multiple画面】 
項目 内容 

新規作成 WritePropertyMultiple で書き込むオブジェクトを追加します。 

変更 登録済みオブジェクトの設定内容を変更します。 

削除 登録済みオブジェクトの設定内容を削除します。 
 

【Write Access Specification画面】 
項目 内容 

追加 WritePropertyMultiple で書き込むプロパティを追加します。 

変更 登録済みプロパティの設定内容を変更します。 

削除 登録済みプロパティの設定内容を削除します。 
 

【WriteProperty画面】 
項目 内容 

PropertyArrayIndex WritePropertyMultiple で値を書き込むプロパティを指定します。配列型の

プロパティの場合は配列番号の指定も可能です。 

Data WritePropertyMultiple で書き込む値を指定します。指定したプロパティに

あわせて、データ型と値を指定してください。 

Priority 書き込むプライオリティを指定します。AO、AV、BO、BV、MO、MV オブジ

ェクトの PresentValue を指定した場合にのみ設定してください。 
 

追加したWritePropertyMultipleサービスを選択し、右クリックメニューから[送信]を選択すると

WritePropertyMultipleが送信されます。相手からこのWritePropertyMultipleに対する SimpleAckが送

られてくると応答情報の通信結果に OK と表示されます。また、エラーが発生すると、応答情報にエラー要因が

表示されます。 
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10-1-6  COV 

10-1-6-1  COVの受信 

BACnetデバイスから ConfirmedCOVNotification を受信すると SimpleAckを返送し COV情報として取り

込みます。またUnconfirmedCOVNotificationを受信すると応答を返さずに COV情報として取り込みます。 

 

取り込んだ情報が ConfirmedCOVNotificationの場合は、以下の画面のようにツリービューから[Device]⇒

[ReceivedAPDU]⇒[ConfirmedRequest]⇒[ConfirmedCOVNotification]を選択することで確認することが

できます。 

 

COV情報の詳細を確認するためには、ツリービューの[ConfirmedCOVNotification]下の[PDU-]を個別に選

択することにより、以下の画面のように表示することができます。 
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取り込んだ情報がUnconfirmedCOVNotificationの場合は、以下の画面のようにツリービューから[Device]

⇒[ReceivedAPDU]⇒[UnconfirmedRequest]⇒[UnconfirmedCOVNotification]を選択することで確認す

ることができます。 

 

COV情報の詳細を確認するためには、ツリービューの[UnconfirmedCOVNotification]下の[PDU-]を個別に

選択することにより、以下の画面のように表示することができます。 

 
 

また、受信した COV情報を削除したい場合は、以下の手順で削除することができます。 

【ConfirmedCOVNotificationの場合】 

ツリービューの[Device]⇒[ReceivedAPDU]⇒[ConfirmedRequest]⇒[ConfirmedCOVNotification]を選

択し、右クリックメニューから[全削除]を選択します。 

 

【UnconfirmedCOVNotificationの場合】 

ツリービューの[Device]⇒[ReceivedAPDU]⇒[UnconfirmedRequest]⇒[UnconfirmedCOVNotification]

を選択し、右クリックメニューから[全削除]を選択します。 
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10-1-6-2  SubscribeCOV送信 

SubscribeCOV を送信し、BACnetデバイスに対し、COV通知の依頼を行うことができます。SubScribeCOV

を送信する方法は以下の通りです。 

ツリービューの[Device]⇒[Remote]⇒[RemoteDevice]⇒[送信先デバイス番号]⇒[ConfirmedService]⇒

[SubScriveCOV]を選択し、右クリックメニューの[Service追加]を選択します。サービス管理画面が表示される

ので、管理番号と管理名称を入力し、[OK]ボタンをクリックすると SubscribeCOVサービスが追加されます。 

その後、追加した SubScribeCOVサービスまたはその下の[送信情報]を選択し、右クリックメニューから[編集]

を選択すると、以下の画面が表示されますので必要なパラメータを入力し[OK]ボタンをクリックしてください。 

 
 

項目 内容 

ProcessID 通知してもらう COVの ProcessID を指定します。 

ObjectID COV通知をしてもらいたいオブジェクトを指定します。 

issueConfirmedNotification 通知してもらう COV を確認付きにするか確認なしにするかを指定します。

Confirmed にチェックを入れると確認付きになります。「使用する」にチェッ

クを入れた場合にのみこの要求を行ないます。 

LifeTime COV 通知を行ってもらう時間を秒単位で指定します。要求後、この秒数を

経過すると相手からのCOV通知が行われなくなります。無期限にCOV通

知を依頼する場合は 0を指定します。またCOV通知を止める場合は、1を

指定してください。「使用する」にチェックを入れた場合にのみこの要求を行

ないます。 
 

追加した SubScribeCOVサービスを選択し、[送信]をクリックすることで SubscribeCOVが送信されます。送信

結果は下図のように、応答情報に表示されます。 
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10-2  Alarm and Event 

10-2-1  Event受信 

BACnetデバイスからConfirmedEventNotificationを受信すると SimpleAckを返し受信イベント情報を取り

込みます。 

取り込んだ情報が ConfirmedEventNotificationの場合は、以下の画面のようにツリービューから[Device]⇒

[ReceivedAPDU]⇒[ConfirmedRequest]⇒[ConfirmedEventNotification]を選択することで確認すること

ができます。 

 

Event情報の詳細を確認するためには、ツリービューの[ConfirmedEventNotification]下の[PDU-]を選択す

ることにより、以下の画面のように表示することができます。 
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取り込んだ情報がUnconfirmedEventNotificationの場合は、以下の画面のようにツリービューから[Device]

⇒[ReceivedAPDU]⇒[UnconfirmedRequest]⇒[UnconfirmedEventNotification]を選択することで確認

することができます。 

 

Event情報の詳細を確認するためには、ツリービューの[ConfirmedEventNotification]下の[PDU-]を選択す

ることにより、以下の画面のように表示することができます。 

 

また、受信した Event情報を削除したい場合は、以下の手順で削除することができます。 

【ConfirmedEventNotificationの場合】 

ツリービューの[Device]⇒[ReceivedAPDU]⇒[ConfirmedRequest]⇒[ConfirmedEventNotification]を選

択し、右クリックメニューから[全削除]を選択します。 
 

【UnconfirmedEventNotificationの場合】 

ツリービューの[Device]⇒[ReceivedAPDU]⇒[UnconfirmedRequest]⇒

[UnconfirmedEventNotification]を選択し、右クリックメニューから[全削除]を選択します。 
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10-2-2  AcknowledgeAlarmの送信 

受信したイベント情報に対して AcknowledgeAlarmを送信することができます。AcknowledgeAlarmを送信

する方法は、以下の通りです。 

[Device]⇒[Remote]⇒[RemoteDevice]⇒[送信するデバイス番号]⇒[ConfirmedService]⇒

[AcknowledgeAlarm]を選択し、右クリックメニューの[Service追加]を選択します。サービス管理画面が表示さ

れますので、管理番号と管理名称を入力し、[OK]ボタンをクリックすると AcknowledgeAlarmサービスが追加

されます。 

追加したファイルの[送信情報]を選択し、右クリックメニューの[編集]を選択すると以下の AcknowledgeAlarm

画面が表示されるので、各パラメータの設定を行ない、[OK]ボタンをクリックします。 

 

 

項目 内容 

ProcessID 受信した Eventの ProcessIDを指定します。 

EventObjectID 受信した Eventの ObjectID を指定します。 

EventState 受信した Eventの ToState の値を指定します。 

TimeStamp 受信した Eventの TimeStampを指定します。 

AcknowledgeSource 任意の文字列を指定します。 

TimeOfAcknowledgement AcknowledgeAlarm を送信する時間を指定します。 
 

追加した SubScribeCOVサービスを選択し、[送信]をクリックすることで SubscribeCOVが送信されます。送信

結果は下図のように、応答情報に表示されます。 
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10-2-3  GetAlarmSummaryの送信 

GetAlarmSummaryを送信することにより、BACnetデバイスのアラーム中のオブジェクト一覧を入手すること

ができます。GetAlarmSummaryを送信する方法は以下の通りです。 

[Device]⇒[Remote]⇒[RemoteDevice]⇒[送信先デバイス]⇒[ConfirmedService]⇒

[GetAlarmSummary]を選択し、右クリックメニューの[Service追加]を選択します。サービス管理画面が表示さ

れますので、管理番号と管理名称を入力し、[OK]ボタンをクリックします。 

追加した GetAlarmSummaryサービスを選択し、右クリックメニューの[送信]を選択することにより

GetAlarmSummaryが送信されます。相手BACnetデバイスから応答があった場合は、以下のように作成した

GetAlarmSummaryサービスの[応答情報]をクリックすることにより、アラーム中のオブジェクト一覧がリストビュ

ーに表示されます。 
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10-2-4  GetEnrollmentSummaryの送信 

GetEnrollmentSummaryを送信することにより、探索条件付きでBACnetデバイスのアラーム中のオブジェク

ト一覧を入手することができます。GetEnrollmentSummaryを送信する方法は以下の通りです。 

[Device]⇒[Remote]⇒[RemoteDevice]⇒[送信先デバイス]⇒[ConfirmedService]⇒

[GetEnrollmentSummary]を選択し、右クリックメニューの[Service追加]を選択します。サービス管理画面が

表示されますので、管理番号と管理名称を入力し、[OK]ボタンをクリックします。 

追加した GetAlarmSummaryサービスを選択し、右クリックメニューの[送信]を選択することにより、下図のよう

な GetEnrollmentSummary設定画面が表示されます。 

 

項目 内容 

AcknowledgementFilter All、Acked、NotAckedの中から選択してください。 

EnrollmentFilter Recipientおよび ProcessIDを指定します。「使用する」にチェックを入れた

場合のみ、探索条件に付加されます。 

EventStateFilter EventState の値を指定します。「使用する」にチェックを入れた場合のみ、

探索条件に付加されます。 

EventTypeFilter EventType を指定しします。「使用する」にチェックを入れた場合のみ、探

索条件に付加されます。 

PriorityFilter Priority の最小値と最大値を指定します。「使用する」にチェックを入れた場

合のみ、探索条件に付加されます。 

NotificationFilter Notification のインスタンス番号を指定します。「使用する」にチェックを入

れた場合のみ、探索条件に付加されます。 

 

追加した GetEnrollmentSummaryサービスを選択し、右クリックメニューの[送信]を選択することにより

GetEnrollmentSummaryが送信されます。相手 BACnetデバイスから応答があった場合は、以下のように作

成した GetEnrollmentSummaryサービスの[応答情報]をクリックすることにより、アラーム中のオブジェクト一

覧がリストビューに表示されます。 



79 

 

 

10-3  Scheduling 

Shceduleオブジェクトや Calendarオブジェクトに対して、読み出しや書き込みを行うことができます。読み出し

方法や書き込み方法に関しましては、「第 8章 BACnetオブジェクトのプロパティ操作」や本章を参考に操作し

てください。 
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10-4  Trending 

10-4-1  ReadRangeの送信 

ReadRangeを使用して相手デバイスのレコードデータを範囲指定付きで読み出すことができます。BACnetプ

ロパティに対して ReadRangeサービスを実行する場合は、ツリービューの[Device]⇒[Remote]⇒

[RemoteDevice]⇒[送信先デバイス]⇒[ConfirmedService]⇒[ReadRange]を選択し、右クリックメニューから

[Service追加]を選択することにより ReadRange情報の追加を行うことができます。 

追加した ReadRange選択し、右クリックメニューの[編集ボタン]を選択すると、下図のように ReadRange編集

画面が表示されますので、All,ByPosition,ByTime,TimeRange,SequenceNo,ByTime7の 6つの中から

Rangeを 1つ選択し、他のパラメータを選択後、 [OK]ボタンをクリックしてください。 

 

項目 内容 

ObjectID ReadRange を発行するオブジェクト識別子を指定します。 

PropertyID ReadRangeで読み出すプロパティを指定します。 

Range ReadRangeで使用する Range を指定します。各 Rangeで指定できる内容は以下です。 

All Range 指定なしを意味し、指定したプロパティが持っている値すべてを

要求します。 

ByPosition 指定したレコード番号から指定した個数分のレコードを要求します。 

ByTime 指定した日時から指定した個数分のレコードを要求します。 

(ANSI/ASHRAE2001までの仕様) 

TimeRange 指定した日時から指定した日時までのレコードを要求します。 

(ANSI/ASHRAE2001までの仕様) 

SequenceNo 指定したシーケンス番号から指定した個数分のレコードを要求します。 

(ANSI/ASHRAE2004以降の仕様) 

ByTime7 指定した日時から指定した個数分のレコードを要求します。 

(ANSI/ASHRAE2004以降の仕様) 

  
 

追加したReadRangeを選択し、右クリックメニューの[送信]を選択すると、ReadRangeが送信されます。相手か

らこのReadRangeに対するComplexAckが戻されると、追加したReadRangeサービスの応答情報に読み出

した値の一覧が表示されます。 
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10-5  Device Management 

10-5-1  Who-Is/I-Amの送受信 

Who-Isを送信し、ネットワーク上のデバイスを監視したり、受信したWho-Isに対して I-Amで応答することがで

きます。また、I-Amを受信することにより、デバイスのアドレスバインディングを自動的に行うことができます。アド

レスバインディングの自動登録およびデバイス制限なしのWho-Isの送信方法に関しては「6-1-1 リモートデバ

イスの自動登録」を参照してください。 

デバイス制限ありのWho-Isの送信方法は以下の通りです。 

ユニキャストでWho-Isを送信する場合は、ツリービューの[Device]⇒[Remote]⇒[RemoteDevice]⇒[送信先

デバイス]⇒[UnconfirmedService]⇒[Who-Is]を、ブロードキャストで送信する場合は、[Device]⇒

[Broadcast(UnconfirmedService)]⇒[Who-Is]を選択し、右クリックメニューから[Service追加]を選択すること

によりWho-Is情報の追加を行うことができます。 

追加したWho-Isを選択し、右クリックメニューの[編集ボタン]を選択すると、下図のようにWho-Is編集画面が表

示されますので、LowLimit、HighLimitを入力し、 [OK]ボタンをクリックしてください。 

 

項目 内容 

LowLimit Who-Is のデバイス制限の下限を指定します。Option 使用にチェックを入れると下限付き

Who-Isの送信を行ないます。 

HighLimit Who-Is のデバイス制限の上限を指定します。Option 使用にチェックを入れると上限付き

Who-Isの送信を行ないます。 
 

追加したWho-Isを選択し、右クリックメニューの[送信]を選択すると、Who-Isが送信されます。相手から変身さ

れた I-Amは、[Device]⇒[ReceivedAPDU]⇒[UnconfirmedRequest]⇒[I-Am]で確認することができます。 
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10-5-2  Who-Hasの送信/I-Haveの受信 

Who-Hasを送信することにより、オブジェクト探索を行うことができます。Who-Hasは ObjectIDを直接指定す

る方法と、ObjectNameを指定する方法の 2種類があります。Who-Hasの送信方法は以下の通りです。 

ユニキャストでWho-Hasを送信の場合は、ツリービューから[Device]⇒[Remote]⇒[RemoteDevice]⇒[送信

先デバイス]⇒[UnconfirmedService]⇒[Who-Has]を、ブロードキャスト送信の場合は、[Device]⇒

[Broadcast(UnconfirmedService)]⇒[Who-Has]を選択し、右クリックメニューから[Service追加]を選択して

サービスを追加します。 

追加したサービスを選択し、右クリックメニューから[編集]を選択すると、下図のようなWho-Has設定画面が表

示されますので 各パラメータを設定し、[OK]ボタンをクリックします。 

 

項目 内容 

LowLimit Who-Has のデバイス制限の下限を指定します。Option 使用にチェックを入れると下限付き

Who-Hasの送信を行ないます。 

HighLimit Who-Has のデバイス制限の上限を指定します。Option 使用にチェックを入れると上限付き

Who-Hasの送信を行ないます。 

ObjectID ObjectIDによるオブジェクト探索を行ないます。指定した ObjectID と同じオブジェクトを持っ

ているデバイスから、I-Haveが返信されます。 

ObjectName ObjectName によるオブジェクト探索を行ないます。指定した ObjectName と同じ名前のオ

ブジェクトを持っているデバイスから、I-Haveが返信されます。 
 

追加したWho-Hasを選択し、右クリックメニューの[送信]を選択すると、Who-Hasが送信されます。受信した

I-Haveは、[Device]⇒[ReceivedAPDU]⇒[UnconfirmedRequest]⇒[I-Have]で確認することができます。 
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10-5-3  DeviceCommunicationControlの送受信 

DeviceCommunicationControlの送信により、相手デバイスのネットワーク通信制御を行うことができます。ま

た、DeviceCommunicationControl を受信すると、受信した内容にあわせて、本ツールの通信制御が行なわ

れます。Disableの DeviceCommunicationControlを受信した場合は、DeviceCommunicationControl と

ReinitializeDeviceサービスの受信以外は、一切送受信できなくなります。DisableInitiatiion を受信した場

合は、Disableと同様の動きをしますが、Who-Isに対する I-Aｍの応答も行ないます。TimeDurationで指定さ

れた時間(単位：分)を経過した後やEnableのDeviceCommunicationControlを受信した場合に通常応答に

戻ります。DeviceCommunicationControlの送信方法は以下の通りです。 

ツリービューの[Device]⇒[Remote]⇒[RemoteDevice]⇒[送信先デバイス]⇒[ConfirmedService]⇒

[DeviceCommunicationControl]を選択し、右クリックメニューから[Service追加]を選択することにより

DeviceCommunicationControl情報の追加を行うことができます。 

追加した DeviceCommunicationControl選択し、右クリックメニューの[編集ボタン]を選択すると、下図のよう

にDeviceCommunicationControl編集画面が表示されますので、パラメータを選択後、 [OK]ボタンをクリック

してください。 

 

項目 内容 

TimeDuration 送信した DeviceCommunicationControlが Disableまたは DisableInitiationであった場合

の応答停止期間を分単位で指定します。使用するにチェックを入れなかった場合や Enable

を選択した場合は、無期限の意味になります。 

Enable_Disable Enable、Disable、DisableInitiation を選択します。 

Password DeviceCommunicationControlのパスワードを指定します。送信先デバイスがパスワードプ

ロテクションのあるデバイスの場合に設定してください。 
 

追加した DeviceCommunicationControlを選択し、右クリックメニューの[送信]を選択すると、

DeviceCommunicationControlが送信されます。 

また、受信した DeviceCommunicationControlは、[Device]⇒[ReceivedAPDU]⇒[ConfirmedRequest]⇒

[DeviceCommunicationControl]で確認することができます。 
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10-5-4  PrivateTransferの送信 

PrivateTransferを送信し、ネットワーク上のデバイスに独自または非標準サービスを送信することができます。

PrivateTransferの送信方法は以下の通りです。 

ユニキャストで確認付き PrivateTransferを送信する場合は、ツリービューの[Device]⇒[Remote]⇒

[RemoteDevice]⇒[送信先デバイス]⇒[ConfirmedService]⇒[PrivateTransfer]を、ユニキャストで確認なし

PrivateTransferを送信する場合は、ツリービューの[Device]⇒[Remote]⇒[RemoteDevice]⇒[送信先デバ

イス]⇒[UnconfirmedService]⇒[PrivateTransfer]を、ブロードキャストで送信する場合は、[Device]⇒

[Broadcast(UnconfirmedService)]⇒[PrivateTransfer]を選択し、右クリックメニューから[Service追加]を選

択することによりWho-Is情報の追加を行うことができます。 

追加したWho-Isを選択し、右クリックメニューの[編集ボタン]を選択すると、下図のようにWho-Is編集画面が表

示されますので、各パラメータを入力し、 [OK]ボタンをクリックしてください。 

 

パラメータ名 内容 

VendorID ベンダー識別子を指定します。 

ServiceNo サービス番号を指定します。 

データ Byte数 設定したサービスパラメータの合計 Byte数が表示されます。 

ファイルから サービスパラメータをファイル読み込みにより指定します。 

CharacterString を設定 サービスパラメータを CharacterString で指定します。 

OctetString を設定 サービスパラメータを OctetStringで指定します。 
 

追加した PrivateTransferを選択し、右クリックメニューの[送信]を選択すると、PrivateTransferが送信されま

す。 
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10-5-5  Time Synchronizationの送受信 

TimeSynchronizationの送信により、他デバイスの時刻を変更することができます。また、

TimeSynchronization を受信することにより、本ツールの時刻変更を行うことができます。

TimeSynchronizationの送信方法は以下です。 

ユニキャストで TimeSynchronizationの送信を行う場合は、[Device]⇒[Remote]⇒[RemoteDevice]⇒[送信

先デバイス]⇒[UnconfirmedService]⇒[TimeSynchronization]を、ブロードキャスト送信する場合は、

[Device]⇒[Broadcast(UnconfirmedService)]⇒[TimeSynchronization]を選択し、右クリックメニューの

[Service追加]を選択することにより TimeSynchronizationサービスが追加することができます。 

追加した TimeSynchronization選択し、右クリックメニューの[編集ボタン]を選択すると、下図のように

TimeSynchronization編集画面が表示されますので、日時を設定後、 [OK]ボタンをクリックしてください。 

 

項目 内容 

DateTime 左側のテキストボックスをダブルクリックすることにより、日付の変更が行なえます。 

右側のテキストボックスをダブルクリックすることにより、時刻の変更が行なえます。 

 

追加した TimeSynchronization を選択し、右クリックメニューの[送信]を選択すると、TimeSynchronization

が送信されます。 

また、受信した TimeSynchronizationは、[Device]⇒[ReceivedAPDU]⇒[UnconfirmedRequest]⇒

[TimeSynchronization]で確認することができます。 
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10-5-6  UTCTimeSynchronization 

UTCTimeSynchronizationの送信により、他デバイスの時刻を変更することができます。また、

UTCTimeSynchronizationを受信することにより、UTCOffsetによる時刻補正を行った時刻で、本ツールの

時刻変更を行うことができます。UTCTimeSynchronizationの送信方法は以下です。 

ユニキャストで UTCTimeSynchronizationの送信を行う場合は、[Device]⇒[Remote]⇒[RemoteDevice]⇒

[送信先デバイス]⇒[UnconfirmedService]⇒[UTCTimeSynchronization]を、ブロードキャスト送信する場

合は、[Device]⇒[Broadcast(UnconfirmedService)]⇒[UTCTimeSynchronization]を選択し、右クリックメ

ニューの[Service追加]を選択することによりUTCTimeSynchronizationサービスが追加されます。 

追加した UTCTimeSynchronization選択し、右クリックメニューの[編集ボタン]を選択すると、下図のように

UTCTimeSynchronization編集画面が表示されますので、日時を設定後、 [OK]ボタンをクリックしてくださ

い。 

 

項目 内容 

DateTime 左側のテキストボックスをダブルクリックすることにより、日付の変更が行なえます。 

右側のテキストボックスをダブルクリックすることにより、時刻の変更が行なえます。 

 

追加した UTCTimeSynchronization を選択し、右クリックメニューの[送信]を選択すると、

UTCTimeSynchronizationが送信されます。 

また、受信した UTCTimeSynchronizationは、[Device]⇒[ReceivedAPDU]⇒[UnconfirmedRequest]⇒

[UTCTimeSynchronization]で確認することができます。 
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10-5-7  ReinitializeDevice 

ReinitializeDeviceを送信することにより、相手デバイスの初期化を行うことができます。また本ツールが

ReinitializeDeviceを受信すると、SimpleAckを返信します。ReinitializeDeviceの送信方法は以下です。 

[Device]⇒[Remote]⇒[RemoteDevice]⇒[送信先デバイス]⇒[ConfirmedService]⇒[ReinitializeDevice]

を選択し、右クリックメニューの[Service追加]を選択することにより ReinitializeDeviceサービスが追加されま

す。追加したファイル[送信情報]を右クリックメニューの[編集]を選択すると以下の ReinitializeDevice画面が

表示されますので、パラメータを編集し、[OK]ボタンをクリックします。 

 

項目 内容 

Reinitialized 
State of Device 

ReinitializeDevice の装置の再初期化後の状態を選択します。 

Password ReinitializeDevice のパスワードを指定します。送信先デバイスがパスワードプロテクション

のあるデバイスの場合に設定してください。 

 

追加したReinitializeDeviceを選択し、右クリックメニューから[送信]を選択することにより、ReinitializeDevice

が送信されます。 

また、受信した ReinitializeDeviceは、[Device]⇒[ReceivedAPDU]⇒[ConfirmedRequest]⇒

[ReinitializeDevice]で確認することができます。 
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10-5-8  AddListElement/RemoveListElementの送信 

10-5-8-1  AddListElementの送信 

AddListElementサービスを使用して、リスト型のプロパティに値を追加することができます。 

AddListElementサービスの作成方法は以下の通りです。 

[Device]⇒[RemoteDevice]⇒[送信先デバイス番号]⇒[ConfirmedService]⇒[AddListElement]を選択し、

右クリックメニューの[Service追加]を選択することにより、AddListElementサービスが追加されます。追加した

AddListElementサービスもしくはその下位の[送信情報]を選択し、右クリックメニューの編集を選択すると以下

の AddListElementService設定画面が表示されますので、各パラメータの設定を行い、[OK]ボタンをクリック

します。 

 
項目 内容 

ObjectID AddListElement で値を追加するオブジェクト識別子を指定します。 

Property ArrayIndex AddListElement で値を追加するプロパティを指定します。 

ListOfElement  

新規追加 AddListElementで送信するプロパティ値を追加します。 

変更 登録済みのプロパティ値を修正します。 

削除 登録済みのプロパティ値を削除します。 

上へ 選択している要素の順番を１つ上に移動させます。 

下へ 選択している要素の順番を１つ下に移動させます。 
 

 

追加したAddListElementサービスを選択し、右クリックの［送信］を選択することで、AddListElementが送信

されます。 
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10-5-8-2  RemoveListElementの送信 

RemoveListElementサービスを使用して、リスト型のプロパティに値を削除することができます。 

RemoveListElementサービスの作成方法は以下の通りです。 

[Device]⇒[RemoteDevice]⇒[送信先デバイス番号]⇒[ConfirmedService]⇒[RemoveListElement]を選

択し、右クリックメニューの[Service 追加]を選択することにより、RemoveListElement サービスが追加されます。

追加した RemoveListElementサービスもしくはその下位の[送信情報]を選択し、右クリックメニューの編集を

選択すると以下のRemoveListElement設定画面が表示されますので、各パラメータの設定を行い、[OK]ボタ

ンをクリックします。 

 
項目 内容 

ObjectID RemoveListElementで値を追加するオブジェクト識別子を指定します。 

Property ArrayIndex RemoveListElement で値を追加するプロパティを指定します。 

ListOfElement  

新規追加 RemoveListElementで送信するプロパティ値を追加します。 

変更 登録済みのプロパティ値を修正します。 

削除 登録済みのプロパティ値を削除します。 

上へ 選択している要素の順番を１つ上に移動させます。 

下へ 選択している要素の順番を１つ下に移動させます。 
 

 

追加した RemoveListElementサービスを選択し、右クリックの［送信］を選択することで、

RemoveListElementが送信されます。 
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10-5-9  CreateObject/DeleteObjectの送信 

10-5-9-1  CreateObjectの送信 

CreateObjectサービスを使用して、相手デバイスのオブジェクトを追加することができます。 

CreateObjectサービスの作成方法は以下の通りです。 

[Device]⇒[RemoteDevice]⇒[送信先デバイス番号]⇒[ConfirmedService]⇒[CreateObject]を選択し、右

クリックメニューの[Service追加]を選択することにより、CreateObjectサービスが追加されます。追加した

CreateObjectサービスもしくはその下位の[送信情報]を選択し、右クリックメニューの編集を選択すると下図左

側の CreateObject設定画面が表示されますので、各パラメータの設定を行います。「Add」ボタンをクリックする

と、下図右画面が表示されますので、プロパティおよびその値を設定します。すべてのパラメータの設定が完了

したら、 [OK]ボタンをクリックします。 

 

【CreateObject設定画面】 
項目 内容 

ObjectID CreateObject で作成するオブジェクト識別子を指定します。「ObjectType のみ指定」に

チェックを入れると、インスタンス番号指定なしの CreateObjectを送信します。 

Add CreateObjectで作成されるオブジェクトのデフォルト値をプロパティ単位で追加します。 

Delete 選択したプロパティを削除します。 

全標準プロパティセット 選択した ObjectTypeのプロパティがすべて追加されます。 

【PropertyValue追加画面】 
項目 内容 

ObjectType CreateObjectで作成するオブジェクトタイプを指定します。 

PropertyID CreateObject で作成されるオブジェクトのデフォルト値を設定したいプロパティを指定し

ます。「標準プロパティのみ」のチェックボックスを外すと、選択したObjectTypeに関係な

く、全プロパティの指定が可能になります。 

Data リストビューの data(デフォルトは NULL)をダブルクリックし、表示された設定画面で、

Propertyの値を指定します。 

配列型のプロパティを指定した場合は、「Add」「Delete」ボタンで要素を追加することが

できます。 

 

追加した CreateObjectサービスを選択し、右クリックの［送信］を選択することで、CreateObjectが送信されま

す。 
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10-5-9-2  DeleteObject 

DeleteObjectサービスを使用して、相手デバイスのオブジェクトを削除することができます。 

DeleteObjectサービスの作成方法は以下の通りです。 

[Device]⇒[RemoteDevice]⇒[送信先デバイス番号]⇒[ConfirmedService]⇒[DeleteObject]を選択し、右ク

リックメニューの[Service追加]を選択することにより、DeleteObjectサービスが追加されます。追加した

DeleteObjectサービスもしくはその下位の[送信情報]を選択し、右クリックメニューの編集を選択すると下図の

ObjectID設定画面が表示されますので、ObjectIDの設定を行ない[OK]ボタンをクリックします。 

 

項目 内容 

ObjectID DeleteObject で削除するオブジェクト識別子を指定します。 

 

追加した DeleteObjectサービスを選択し、右クリックの［送信］を選択することで、DeleteObjectが送信されま

す。 
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第11章  ログ情報 

 

11-1 通信情報 

11-2 通信ログ 

11-3 一般ログ 
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11-1  通信情報 

BACnet通信に関しては以下の項目を参照することができます。 

通信ログ BACnet通信サービスの送受信情報 

一般ログ エラーなどの情報 

 

11-2  通信ログ 

通信ログ情報を表示するには、まずツリービューから[Device]⇒[通信ログ]を選択し、右クリックメニューから[Log

条件]を選択して以下のダイアログ画面を表示します。次に赤枠の最大パケット数がデフォルトで100になってい

るので、ここの数値をリストビューに表示したい通信ログの数に変更し、[OK]ボタンをクリックします。表示するサ

ービスはデフォルトですべてチェックが入っているため、表示したくないサービスがあればチェックを外して下さ

い。 

 

この後、通信ログはリアルタイムで更新され、以下の画面のように最新の通信ログ情報が上になるよう順に追加さ

れていきます。また、[通信ログ]の右クリックメニューから[Log削除]を選択すれば、通信ログを削除することもで

きます。 
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受信情報の詳細を表示する場合は、リストビューから通信ログ情報をダブルクリックすると、以下の画面のように

パケットの詳細情報が表示されます。 

 

[前]ボタンをクリックすると一つ前に送受信した通信ログ詳細情報が、[次]ボタンをクリックすると一つ後に送受信

した通信ログ詳細情報が表示されます。[閉じる]ボタンをクリックすると、通信ログ詳細画面を終了します。 

 

11-3  一般ログ 

一般ログ（エラーログなど）はツリービューから[Device]⇒[一般ログ]を選択することで表示することができます。 

[一般ログ]の右クリックメニューから[Log削除]を選択すれば、一般ログを削除することもできます。 
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第12章  操作パネル 

 

12-1 操作パネルとは 

12-2 操作パネルの作成 

12-3 パネルへの BACnetオブジェクト登録 

12-4 収集設定 

12-5 パネルへの BACnetオブジェクト登録抹消 

12-6 パネルでのプロパティ操作 

12-6 パネルでのプロパティ操作 

  12-6-1 Analog-Input／Analog-Output／Analog-Valueオブジェクトの操作 

  12-6-2 Binary-Input／Binary -Output／Binary -Valueオブジェクトの操作 

  12-6-3 MultiState-Input／MultiState-Output／MultiState-Valueオブジェクトの操作 

  12-6-4 Accumulatorオブジェクトの操作 

  12-6-5 計量オブジェクトの操作 

  12-6-6 電力デマンド監視オブジェクトの操作 

  12-6-7 電力デマンド制御／発電機負荷制御オブジェクトの操作 
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12-1  操作パネルとは 

BACnetデバイスのオブジェクトのプロパティ情報はリストビューで確認することができますが、操作パネルを作

成してグラフィカルに操作することもできます。 

 

12-2  操作パネルの作成 

ツリービューから[Device]⇒[Panel] を選択し、右クリックメニューから[追加]を選択することで以下の IOPanel

追加画面が表示されます。ここでパネルの管理番号と管理名称を入力し、[OK]ボタンクリックすることによりパネ

ルが作成されます。作成された直後は BACnetオブジェクトの登録がされていないため、表示することはできま

せん。BACnetオブジェクトの登録方法は「12-3 パネルへの BACnetオブジェクト登録」を参照して下さい。 

 

 

12-3  パネルへの BACnet オブジェクト登録 

作成したパネルにBACnetオブジェクトを登録するには、登録したいデバイスのBACnetオブジェクトを選択し、

右クリックメニューから[Panel追加]を選択します。（以下の画面は AIの例） 
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この操作で以下の IO Panel選択画面が表示されます。コンボボックスから登録したいパネルを選択し[OK]ボタ

ンをクリックすることにより登録が完了します。1つのパネルに登録できるオブジェクトの数に制限はありません。 

※パネルに登録できるのは AI,AO,AV,BI,BO,BV,MI,MO,MV,AC,計量,電力監視,電力制御,発電機オブジェ

クトのみです。 

 

パネルに登録されたオブジェクトの一覧は、以下の画面のようにツリービューの[Device]⇒[Panel]の下にある

各パネルを選択することで、右側リストビューに表示され、確認することができます。 

 

[Device] ⇒ [Panel] ⇒ [作成した Panel]を選択し、右クリックメニューから[表示]を選択すると以下の左画面

が表示されます。BACnetオブジェクトから値を読み取っていないと以下の右画面が表示されます。 

タイトル部分（Device-1 AI-0 と表示されている部分）をダブルクリックすると表示している全項目に対する

ReadPropertyを発行し表示内容を更新します。 

また、「12-4 収集設定」を使って一定間隔ずつ Read を発進させることもできます。 
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オブジェクトを2つ以上登録してある場合は、以下の画面のように同一パネル上に登録してあるオブジェクトが表

示され、監視や設定操作が行うことができます。 

 

これらのパネルは複数作成し同時に表示することもできます。以下の画面は、AnalogInputパネルと

BinaryInputパネルのオブジェクトを 2つ同時に表示している場合のパソコン画面です。 
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プロパティ名の表示の仕方 

 

カーソルを Panel の表示箇所に持っていくとステータスバーにプロパティ名を表示してくれます。
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12-4  収集設定 

作成した Panelのリストビューからオブジェクトを選択し、右クリックメニューの[収集設定]を選択すると以下の収

集設定画面が表示されます。 

定周期読み込みの周期（秒）を設定して [OK]ボタンをクリックするとBACnetオブジェクトから設定した周期(秒)

間隔で値を読み込み表示してくれます。 

  

 

12-5  パネルの削除とパネルへの BACnet オブジェクト登録の削除 

以下の左画面のようにツリービューから[Device]⇒[Panel]⇒[作成したパネル]を選択し、右クリックメニューから

[削除]を選択することで、パネルに登録したオブジェクトをパネルごと削除することができます。オブジェクトのみ

削除する場合は、以下の右画面のようにリストビューから ObjectIDを選択後、右クリックメニューから[削除]を選

択することで、オブジェクトを削除することができます。 
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12-6  パネルでのプロパティ操作 

12-6-1  Analog-Input／Analog-Output／Analog-Valueオブジェクトの操作 

以下の画像のようなパネルが表示されている（AIにはNull書込と PriorityForWritingは存在しない） 

 

操作方法 

表示内容更新 タイトル部分（上図では AO-0 と表示されている部分）をダブルクリックする

と表示している全項目に対する ReadProperty を発行し表示内容を更新しま

す。 

ALM StatusFlagsAlarm を表示する。 

※ 設定はできません。 

FLT StatusFlagsFault を表示する。 

※ 設定はできません。 

OVR StatusFlagsOverridden を表示する。 

※ 設定はできません。 

OSV ここをダブルクリックすると OutOfService が反転し WriteProperty で

BACnet デバイスを更新します。その後 ReadProperty にて読み込み表示の更

新を行います。 

TOF ここをダブルクリックするとAckedTransitionsのToOffnormalに対して上記

と同様な処理を行います。 

TFL ここをダブルクリックすると AckedTransitions の ToFault に対して上記と同

様な処理を行います。 

TNM ここをダブルクリックすると AckedTransitions ToNormal に対して上記と同

様な処理を行います。 

EventState EventState を表示する。 

※ 設定はできません。 

TimeDelay  TimeDelay 部分をクリックするとデータ入力可能状態になります。そこに新

しいデータを入力しリターンキーまたは表示内容を押すと入力されたデータ

を BACnet デバイスに対して WriteProperty により書込み、その後

ReadProperty で読み戻したデータで TimeDelay 値を更新します。 
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HighLimit値変更 HighLimit をクリックした後は TimeDelay と同様の処理を行います。 

HighLimit有効／無効 ここをダブルクリックすると LimitEnable の HighLimitEnable を反転し

WriteProperty で BACnet デバイスを更新します。その後 ReadProperty にて

読み込み表示の更新を行います。 

DeadBand DeadBand をクリックした後は TimeDelay と同様の処理を行います。 

LowLimit有効／無効 ここをダブルクリックすると LimitEnable の LowLimitEnable を反転し

WriteProperty で BACnet デバイスを更新します。その後 ReadProperty にて

読み込み表示の更新を行います。 

LowLimit値変更 LowLimit をクリックした後は TimeDelay と同様の処理を行います。 

PresentValue PresentValue をクリックした後は TimeDelay と同様の処理を行います。 

このときの Priority は下部に表示されている PriorityForWritingｍの値を使

用します。 

※ AI の PresentValue は OutOfService が TRUE の場合以外はエラーになり

ます。 

メータ操作 メータ付属の上矢印と下矢印をクリックすることで PresentValue を変化させ

ることができます。2 つの矢印部分は変化幅が 10 倍に大きくなっています。 

バー上部の値とバー下部の値で変化幅を設定します。 

[計算式]  ((バー上部の値)－(バー下部の値))÷100 = 変化幅 

PriorityForWriting ここをクリックするとこのエリアがコンボボックスに変わります。そこで

PresentValue を書き込む Priority を変更することができます。 

NULL書込み PresentValue に Null を書き込むにはここをダブルクリックします。このとき

の Priority は右に表示されている PriorityForWritingｍの値を使用します。 

Reliability Reliability を表示する。 

※ 設定はできません。 

ToOff ここをダブルクリックすると EventEnable の ToOffnormal を反転し

WriteProperty で BACnet デバイスを更新します。その後 ReadProperty にて

読み込み表示の更新を行います。 

ToFlt ここをダブルクリックすると EventEnable の ToFault に対して上記と同様な

処理を行います。 

ToNrm ここをダブルクリックすると EventEnable の ToNormal に対して上記と同様

な処理を行います。 
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12-6-2  Binary-Input／Binary -Output／Binary -Valueオブジェクトの操作 

以下の画像のようなパネルが表示されている（BIにはNull書込と PriorityForWritingは存在しない） 

 
操作方法 

表示内容更新 タイトル部分（上図では BO-0 と表示されている部分）をダブルクリックする

と表示している全項目に対する ReadProperty を発行し表示内容を更新しま

す。 

ALM StatusFlagsAlarm を表示する。 

※ 設定はできません。 

FLT StatusFlagsFault を表示する。 

※ 設定はできません。 

OVR StatusFlagsOverridden を表示する。 

※ 設定はできません。 

OSV ここをダブルクリックすると OutOfService が反転し WriteProperty で

BACnet デバイスを更新します。その後 ReadProperty にて読み込み表示の更

新を行います。 

TOF ここをダブルクリックするとAckedTransitionsのToOffnormalに対して上記

と同様な処理を行います。 

TFL ここをダブルクリックすると AckedTransitions の ToFault に対して上記と同

様な処理を行います。 

TNM ここをダブルクリックすると AckedTransitions の ToNormal に対して上記と

同様な処理を行います。 

EventState EventState を表示する。 

※ 設定はできません。 

TimeDelay  TimeDelay 部分をクリックするとデータ入力可能状態になります。そこに新

しいデータを入力しリターンキーまたは表示内容を押すと入力されたデータ

を BACnet デバイスに対して WriteProperty により書込み、その後

ReadProperty で読み戻したデータで TimeDelay 値を更新します。 

PresentValue PresentValue の変更は「On にする」または「Off にする」をクリックするこ

とで実行されます。 
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実行は WriteProperty を発行した後、ReadProperty で読み返し表示内容を更

新するという処理を行います。このときの Priority は下部に表示されている

PriorityForWritingｍの値を使用します。 

※ BI の PresentValue の変更は OutOfService が TRUE の場合以外はエラー

になります。 

InActive/Active ここをダブルクリックするとAlarmValueが反転しWritePropertyでBACnet

デバイスを更新します。その後 ReadProperty にて読み込み表示の更新を行い

ます。 

※ BO の FeedBackValue は設定できません。 

ElapsedActiveTimeの

リセット 
ElapsedActiveTimeの表示部をダブルクリックするとWritepropertyにより0

を書込みに行きます。その後 ReadProperty で読み返し表示内容を更新しま

す。 

ChangeOfStateCount

のリセット 
ChangeOfStateCount の表示部をダブルクリックすると Writeproperty によ

り 0 を書込みに行きます。その後 ReadProperty で読み返し表示内容を更新し

ます。 

ChangeofStateTime ChangeofStateTime を表示する。 

※ 設定はできません。 

TimeofActiveTimeRes

et 
TimeofActiveTimeReset を表示する。 

※ 設定はできません。 

TimeofStateCountRes

et 
TimeofStateCountReset を表示する。 

※ 設定はできません。 

NULL書込み PresentValue に Null を書き込むにはここをダブルクリックします。このとき

の Priority は右に表示されている PriorityForWritingｍの値を使用します。 

PriorityForWriting ここをクリックするとこのエリアがコンボボックスに変わります。そこで

PresentValue を書き込む Priority を変更することができます。 

Reliability Reliability を表示する。 

※ 設定はできません。 

ToOff ここをダブルクリックすると EventEnable の ToOffnormal を反転し

WriteProperty で BACnet デバイスを更新します。その後 ReadProperty にて

読み込み表示の更新を行います。 

ToFlt ここをダブルクリックすると EventEnable の ToFault に対して上記と同様な

処理を行います。 

ToNrm ここをダブルクリックすると EventEnable の ToNormal に対して上記と同様

な処理を行います。 
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12-6-3  MultiState-Input／MultiState-Output／MultiState-Valueオブジェクトの操作 

以下の画像のようなパネルが表示されている（MI には Null 書込と PriorityForWriting は存在しない） 

  

操作方法 

表示内容更新 タイトル部分（上図では MO-0 と表示されている部分）をダブルクリックする

と表示している全項目に対する ReadProperty を発行し表示内容を更新しま

す。 

ALM StatusFlagsAlarm を表示する。 

※ 設定はできません。 

FLT StatusFlagsFault を表示する。 

※ 設定はできません。 

OVR StatusFlagsOverridden を表示する。 

※ 設定はできません。 

OSV ここをダブルクリックすると OutOfService が反転し WriteProperty で

BACnet デバイスを更新します。その後 ReadProperty にて読み込み表示の更

新を行います。 

TOF ここをダブルクリックするとAckedTransitionsのToOffnormalに対して上記

と同様な処理を行います。 

TFL ここをダブルクリックすると AckedTransitions の ToFault に対して上記と同

様な処理を行います。 

TNM ここをダブルクリックすると AckedTransitions の ToNormal に対して上記と

同様な処理を行います。 

EventState EventState を表示する。 

※ 設定はできません。 

TimeDelay  TimeDelay 部分をクリックするとデータ入力可能状態になります。そこに新

しいデータを入力しリターンキーまたは表示内容を押すと入力されたデータ

を BACnet デバイスに対して WriteProperty により書込み、その後

ReadProperty で読み戻したデータで TimeDelay 値を更新します。 

PresentValue PresentValue の変更は PresentValue をクリックしコンボボックスを表示し

その値を変更することで実行されます。 

実行は WriteProperty を発行した後、ReadProperty で読み返し表示内容を更

新するという処理を行います。このときの Priority は下部に表示されている

PriorityForWritingｍの値を使用します。 
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※ MI の PresentValue の変更は OutOfService が TRUE の場合以外はエラー

になります。 

NULL書込み PresentValue に Null を書き込むにはここをクリックします。このときの

Priority は右に表示されている PriorityForWritingｍの値を使用します。 

PriorityForWriting ここをクリックするとこのエリアがコンボボックスに変わります。そこで

PresentValue を書き込む Priority を変更することができます。 

Reliability Reliability を表示する。 

※ 設定できません。 

ToOff ここをダブルクリックすると EventEnable の ToOffNormal を反転し

WriteProperty で BACnet デバイスを更新します。その後 ReadProperty にて

読み込み表示の更新を行います。 

ToFlt ここをダブルクリックすると EventEnable の ToFault に対して上記と同様な

処理を行います。 

ToNrm ここをダブルクリックするとEventEnableのTnormalに対して上記と同様な

処理を行います。 

 

12-6-4  Accumulatorオブジェクトの操作 

以下の画像のパネルが表示されている 

 
操作方法 

表示内容更新 タイトル部分（上図では AC-0 と表示されている部分）をダブルクリックする

と表示している全項目に対する ReadProperty を発行し表示内容を更新しま

す。 

ALM StatusFlagsAlarm を表示する。 

※ 設定はできません。 

FLT StatusFlagsFault を表示する。 

※ 設定はできません。 

OVR StatusFlagsOverridden を表示する。 

※ 設定はできません。 

OSV ここをダブルクリックすると OutOfService が反転し WriteProperty で
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BACnet デバイスを更新します。その後 ReadProperty にて読み込み表示の更

新を行います。 

TOF ここをダブルクリックするとAckedTransitionsのToOffnormalに対して上記

と同様な処理を行います。 

TFL ここをダブルクリックすると AckedTransitions の ToFault に対して上記と同

様な処理を行います。 

TNM ここをダブルクリックすると AckedTransitions の ToNormal に対して上記と

同様な処理を行います。 

EventState EventState を表示する。 

※ 設定はできません。 

TimeDelay  TimeDelay 部分をクリックするとデータ入力可能状態になります。そこに新

しいデータを入力しリターンキーまたは表示内容を押すと入力されたデータ

を BACnet デバイスに対して WriteProperty により書込み、その後

ReadProperty で読み戻したデータで TimeDelay 値を更新します。 

Scale Scale を表示する。 

※ 設定はできません。 

Prescale Prescale 表示する。 

※ 設定はできません。 

ValuebeforeChange ValuebeforeChange をクリックした後は TimeDelay と同様の処理を行いま

す。 

ValueChangeTime ValueChangeTime 表示する。 

※ 設定はできません。 

ValueSet ValueSet をクリックした後は TimeDelay と同様の処理を行います。 

PulseRate PulseRate をクリックした後は TimeDelay と同様の処理を行います。 

LowLimit LowLimit をクリックした後は TimeDelay と同様の処理を行います。 

HighLimit HighLimit をクリックした後は TimeDelay と同様の処理を行います。 

LoLimit有効/無効 ここをダブルクリックすると LimitEnable の LowLimitEnable を反転し

WriteProperty で BACnet デバイスを更新します。その後 ReadProperty にて

読み込み表示の更新を行います。 

HiLimit有効/無効 ここをダブルクリックするとLimitEnableのHighLimitEnableに対して上記

と同様な処理を行います。 

LimitMonitoringInter

val 
LimitMonitoringInterval をクリックした後は TimeDelay と同様の処理を行

います。 

MaxPresentValue MaxPresentValue をクリックした後は TimeDelay と同様の処理を行います。 

PresentValue PresentValue をクリックした後は TimeDelay と同様の処理を行います。 

Reliability Reliability を表示する。 

※ 設定はできません。 

ToOff ここをダブルクリックすると EventEnable の ToOffNormal を反転し
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WriteProperty で BACnet デバイスを更新します。その後 ReadProperty にて

読み込み表示の更新を行います。 

ToFlt ここをダブルクリックすると EventEnable の ToFault に対して上記と同様な

処理を行います。 

ToNrm ここをダブルクリックするとEventEnableのTnormalに対して上記と同様な

処理を行います。 

 

12-6-5  計量オブジェクトの操作 

以下の画像のパネルが表示されている 

 

操作方法 

表示内容更新 タイトル部分（上図では計量-0 と表示されている部分）をダブルクリックす

ると表示している全項目に対する ReadProperty を発行し表示内容を更新し

ます。 

ALM StatusFlagsAlarm を表示する。 

※ 設定はできません。 

FLT StatusFlagsFault を表示する。 

※ 設定はできません。 

OVR StatusFlagsOverridden を表示する。 

※ 設定はできません。 

OSV ここをダブルクリックすると OutOfService が反転し WriteProperty で

BACnet デバイスを更新します。その後 ReadProperty にて読み込み表示の更

新を行います。 

TOF ここをダブルクリックするとAckedTransitionsのToOffnormalに対して上記

と同様な処理を行います。 

TFL ここをダブルクリックすると EventEnable の ToFault に対して上記と同様な

処理を行います。 

TNM ここをダブルクリックすると EventEnable の ToNormal に対して上記と同様

な処理を行います。 

EventState EventState を表示する。 

※ 設定はできません。 
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最大カウント値 最大カウント値部分をクリックするとデータ入力可能状態になります。そこに

新しいデータを入力しリターンキーまたは表示内容を押すと入力されたデー

タを BACnet デバイスに対して WriteProperty により書込み、その後

ReadProperty で読み戻したデータで最大カウント値を更新します。 

重み 重みをクリックした後は最大カウント値と同様の処理を行います。 

リセット初期値 リセット初期値をクリックした後は最大カウント値と同様の処理を行います。 

リセット直前値 リセット直前値をクリックした後は最大カウント値と同様の処理を行います。 

リセット時刻 リセット時刻を表示する。 

※ 設定はできません。 

上限監視積算時間 上限監視積算時間をクリックした後は最大カウント値と同様の処理を行いま

す。 

上限値 上限値をクリックした後は最大カウント値と同様の処理を行います。 

HiLimit有効/無効 ここをダブルクリックすると LimitEnable の HighLimitEnable を反転し

WriteProperty で BACnet デバイスを更新します。その後 ReadProperty にて

読み込み表示の更新を行います。 

PresentValue PresentValue をクリックした後は最大カウント値と同様の処理を行います。 

Reliability Reliability を表示する。 

※ 設定はできません。 

ToOff ここをダブルクリックすると EventEnable の ToOffNormal を反転し

WriteProperty で BACnet デバイスを更新します。その後 ReadProperty にて

読み込み表示の更新を行います。 

ToFlt ここをダブルクリックすると EventEnable の ToFault に対して上記と同様な

処理を行います。 

ToNrm ここをダブルクリックするとEventEnableのTnormalに対して上記と同様な

処理を行います。 

 

12-6-6  電力デマンド監視オブジェクトの操作 

以下の画像のパネルが表示されている 

 

操作方法 
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表示内容更新 タイトル部分（上図では計量-0 と表示されている部分）をダブルクリックす

ると表示している全項目に対する ReadProperty を発行し表示内容を更新し

ます。 

ALM StatusFlagsAlarm を表示する。 

※ 設定はできません。 

FLT StatusFlagsFault を表示する。 

※ 設定はできません。 

OVR StatusFlagsOverridden を表示する。 

※ 設定はできません。 

OSV ここをダブルクリックすると OutOfService が反転し WriteProperty で

BACnet デバイスを更新します。その後 ReadProperty にて読み込み表示の更

新を行います。 

TOF ここをダブルクリックするとAckedTransitionsのToOffnormalに対して上記

と同様な処理を行います。 

TFL ここをダブルクリックすると EventEnable の ToFault に対して上記と同様な

処理を行います。 

TNM ここをダブルクリックすると EventEnable の ToNormal に対して上記と同様

な処理を行います。 

EventState EventState を表示する。 

※ 設定はできません。 

TimeDelay  TimeDelay 部分をクリックするとデータ入力可能状態になります。そこに新

しいデータを入力しリターンキーまたは表示内容を押すと入力されたデータ

を BACnet デバイスに対して WriteProperty により書込み、その後

ReadProperty で読み戻したデータで TimeDelay 値を更新します。 

警報開始時分 警報開始時分をクリックした後は TimeDelay と同様の処理を行います。 

警報ロック時間 警報ロック時間をクリックした後は TimeDelay と同様の処理を行います。 

契約電力 契約電力をクリックした後は TimeDelay と同様の処理を行います。 

目標電力 目標電力をクリックした後は TimeDelay と同様の処理を行います。 

警報電力 警報電力をクリックした後は TimeDelay と同様の処理を行います。 

予測電力量 予測電力量をクリックした後は TimeDelay と同様の処理を行います。 

調整電力量 調整電力量をクリックした後は TimeDelay と同様の処理を行います。 

傾向時間間隔 傾向時間間隔をクリックした後は TimeDelay と同様の処理を行います。 

経過時間 経過時間をクリックした後は TimeDelay と同様の処理を行います。 

PresentValue PresentValue をクリックした後は TimeDelay と同様の処理を行います。 

Reliability Reliability を表示する。 

※ 設定はできません。 

ToOff ここをダブルクリックすると EventEnable の ToOffNormal を反転し

WriteProperty で BACnet デバイスを更新します。その後 ReadProperty にて
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読み込み表示の更新を行います。 

ToFlt ここをダブルクリックすると EventEnable の ToFault に対して上記と同様な

処理を行います。 

ToNrm ここをダブルクリックするとEventEnableのTnormalに対して上記と同様な

処理を行います。 

 

12-6-7  電力デマンド制御／発電機負荷制御オブジェクトの操作 

以下の画像のパネルが表示されている（電力制御には発電機目標電力と発電機調整電力は存在しない） 

 

操作方法 

表示内容更新 タイトル部分（上図では発電機-0 と表示されている部分）をダブルクリックする

と表示している全項目に対する ReadProperty を発行し表示内容を更新します。 

ALM StatusFlagsAlarm を表示する。 

※ 設定はできません。 

FLT StatusFlagsFault を表示する。 

※ 設定はできません。 

OVR StatusFlagsOverridden を表示する。 

※ 設定はできません。 

OSV ここをダブルクリックすると OutOfService が反転し WriteProperty で BACnet

デバイスを更新します。その後 ReadProperty にて読み込み表示の更新を行いま

す。 

TOF ここをダブルクリックすると AckedTransitions の ToOffnormal に対して上記と

同様な処理を行います。 

TFL ここをダブルクリックすると EventEnable の ToFault に対して上記と同様な処

理を行います。 

TNM ここをダブルクリックすると EventEnable の ToNormal に対して上記と同様な

処理を行います。 

EventState EventState を表示する。 

※ 設定はできません。 

TimeDelay  TimeDelay 部分をクリックするとデータ入力可能状態になります。そこに新しい

データを入力しリターンキーまたは表示内容を押すと入力されたデータを

BACnet デバイスに対して WriteProperty により書込み、その後 ReadProperty

で読み戻したデータで TimeDelay 値を更新します。 
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PresentValue PresentValue をクリックした後は TimeDelay と同様の処理を行います。 

発電機目標電力 発電機目標電力をクリックした後は TimeDelay と同様の処理を行います。 

発電機調整電力 発電機調整電力をクリックした後は TimeDelay と同様の処理を行います。 

Reliability Reliability を表示する。 

※ Panel からは設定変更できません。 

ToOff ここをダブルクリックすると EventEnable の ToOffNormal を反転し

WriteProperty で BACnet デバイスを更新します。その後 ReadProperty にて読

み込み表示の更新を行います。 

ToFlt ここをダブルクリックすると EventEnable の ToFault に対して上記と同様な処

理を行います。 

ToNrm ここをダブルクリックすると EventEnable の Tnormal に対して上記と同様な処

理を行います。 
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13-1  サポートについて 

本製品は、お買い上げいただきました販売店またはサービス会社を通じ、株式会社ユニテックまでお問

い合わせいただけますようお願い申し上げます。 

 対応時間帯 

 

月曜日～金曜日（祝祭日、2 月 19 日、および夏季、年末年始など当社の休日は除く） 

9:00～12:00 13:00～17:00 

株式会社ユニテック サポート窓口 

〒493-0006 愛知県一宮市木曽川町内割田一の通り 24 番地 

  

 E-MAIL によるお問い合わせ 

 
必要事項を記載し、お問い合わせください。 

メールアドレス：sales@uni-tec.co.jp 

  

 電話によるお問い合わせ 

 

電話番号：0586-87-7819 

・正確な情報を伝達し合うため、E メールをご利用いただけますようお願いいたします。 

・技術的なお問い合わせは、電話での対応をお断りすることがありますので、ご了承ください。 

  

 FAX によるお問い合わせ 

 
必要事項を記入し、お問い合わせください。 

FAX 番号：0586-87-7815 

  

 BL760 に関する情報につきまして 

 
最新情報などは以下の URL からご確認ください。 

【URL】https://www.uni-tec.co.jp/ 

 

 本製品のサポート期間は、ご購入後またはご指定場所に納入後１年以内とさせていただきます。 

 本製品の価格には、技術者派遣などのサービス費用は含まれておりません。技術者派遣のご要望

がありましたら、有償にて対応させていただきます。 

 技術に関する問い合わせは、E-MAIL など文書化による形式でお願いいたします。 

 

13-2  登録商標について 

 MELSEC、MELSEC-Q は、三菱電機株式会社の登録商標です。  

 BACnet は American Society of Heating, Refrigerating and Air-Conditioning Engineers 

(ASHRAE)の登録商標です。  

 Windows、Internet Explorer は、米国およびその他の国々での Microsoft 社の登録商標です。 

 その他の社名、サービス名、システム名、製品名は、それぞれの会社・組織の商標または登録商標

です。 

 

https://www.uni-tec.co.jp/


115 

13-3  改訂履歴 

改定日付 改定内容 副番 

2010 年 8 月 初版 - 

2018 年 4 月 ・「13-1 サポートについて」を追加 

・表題を「取り扱い説明書」から「マニュアル」に変更 

・「1-5 対応 OS」を追記 

 

A 

    

○c  2018 UNITEC CORPORATION 
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